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記
憶
と
規
範
の

フ
ィ
リ
ピ
ン

織
田
作
之
助
『
わ
が
町
』
論

尾

崎

名
津
子

１

『
わ
が
町
』
の
成
立

織
田
作
之
助
『
わ
が
町
』
の
成
立
に
は
、
映
画
界
の
人
々
と
の
関
係
が

影
響
し
て
い
る
。
ま
ず
、
織
田
の
小
説
「
立
志
伝
」（「
改
造
」
昭
和
十
六

年
七
月
）
を
読
ん
だ
溝
口
健
二
監
督
が
こ
れ
を
気
に
入
り
、
松
竹
京
都
撮

影
所
を
通
し
て
織
田
に
映
画
の
原
作
執
筆
を
依
頼
し
た
。
杉
山
平
一
宛
織

田
作
之
助

１
）

書
簡
（
昭
和
十
七
年
五
月
二
十
七
日
）
に
は
「
目
下
溝
口
映
画

の
シ
ナ
リ
オ
を
執
筆
中
」
と
あ
る
。
そ
の
四
ヶ
月
後
、
昭
和
十
七
年
九
月

二
十
二
日
付
杉
山
宛
書
簡
で
は
「
映
画
の
原
作
は
「
文
芸
」
十
一
月
号
に

の
せ
る
こ
と
に
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
が
「
文
芸
」
昭
和
十
七
年

十
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
わ
が
町
」
で
あ
る
。
そ
の
後
「
わ
が
町
」
は

大
幅
に
加
筆
し
た
形
で
、
昭
和
十
八
年
四
月
三
十
日
、
大
阪
の
錦
城
出
版

社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
加
筆
部
分
は
、
織
田
自
身
の
先
行
作
品
『
夫
婦
善

哉
』（「
海
風
」
昭
和
十
五
年
四
月
）
と
『
婚
期
は
ず
れ
』（「
会
館
芸
術
」

昭
和
十
五
年
十
一
月
）
を
再
録
し
た
も
の
だ
が
、
一
方
、「
文
芸
」
版

「
わ
が
町
」
に
は
登
場
し
な
い
主
人
公
他
吉
の
妻
・
お
鶴
や
、
他
吉
と
の

再
婚
を
望
む
オ
ト
ラ
婆
さ
ん
が
登
場
す
る
と
い
う
、
単
行
本
版
独
自
の
プ

ロ
ッ
ト
が
み
ら

２
）

れ
る
。

一
連
の
杉
山
平
一
宛
書
簡
に
は
『
わ
が
町
』
に
関
す
る
記
述
が
少
な
く

な
い
。
単
行
本
刊
行
後
に
あ
た
る
昭
和
十
八
年
六
月
四
日
付
書
簡
に
は
、

「
わ
が
町
批
評
あ
り
が
と
う
。
映
画
に
す
る
た
め
に
無
理
が
多
か
っ
た
。

ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
吉
は
、
は
じ
め
「
刺
青
の
他
あ
や
ん
」
に
し
て
置
い
た

の
だ
が
、
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
が
「
我
慢
の
他
吉
」
乃
至
「
マ
ニ
ラ
の
他

吉
」
に
し
た
の
で
、
あ
わ
て
て
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
吉
に
し
た
の
だ
。／
俥

の
あ
と
へ
つ
い
て
走
る
の
は
、
す
こ
し
無
茶
だ
が
、
溝
口
の
注
文
な
の

だ
。
溝
口
は
「
立
志
伝
」
の
れ
い
の
俥
の
く
だ
り
が
気
に
入
っ
て
い
る
の

だ
」
と
あ
り
、『
わ
が
町
』
が
織
田
以
外
の
人
間
の
意
向
を
取
り
入
れ
な

が
ら
成
立
し
て
い
っ
た
経
緯
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
十
九
年
五

月
三
十
日
付
書
簡
に
は
「
小
生
さ
い
き
ん
一
つ
シ
ナ
リ
オ
書
い
た
。
わ
が

町
を
脚
色
し
た
の
だ
。
溝
口
か
マ
キ
ノ
正
博
の
予
定
」
と
も
あ
る
。
し
か

し
、
溝
口
た
ち
に
よ
る
映
画
化
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
戦

局
の
悪
化
に
よ
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
も
つ
意
味
が
急
激
に
変
わ
っ
た
こ
と

な
ど
の
理
由
も
考
え
ら
れ
る
。
映
画
化
を
果
た
し
た
の
は
日
活
に
い
た
川

島
雄
三
監
督
で
、
時
期
を
昭
和
三
十
一
年
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
映
画
界
と
の
関
係
、
プ
レ
テ
ク
ス
ト
「
立
志
伝
」
の
存

在
、
過
去
の
自
作
の
取
り
込
み
、「
文
芸
」
版
と
の
差
異
な
ど
、『
わ
が
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町
』
の
成
立
経
緯
は
単
純
で
は
な
い
。

明
治
時
代
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
道
路
開
鑿
工
事
に
従
事
し
た

佐
渡
島
他
吉
の
そ
の
後
の
生
涯
を
、
同
じ
大
阪
の
「
河
童
路
地
」
に
住
む

人
々
の
姿
を
関
わ
ら
せ
な
が
ら
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
代
に
わ
た
っ

て
描
い
た
長
篇
小
説
を
昭
和
十
八
年
と
い
う
時
期
に
発
表
す
る
背
景
に
ど

の
よ
う
に
時
局
が
反
映
さ
れ
、
ま
た
作
中
に
頻
出
す
る
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
」

が
ど
の
よ
う
な
場
所
と
し
て
表
象
さ
れ
る
か
、
言
い
か
え
れ
ば
、
土
地
を

め
ぐ
る
記
憶
と
そ
の
継
承
と
い
う
事
態
の
内
に
人
が
い
か
に
主
体
的
に
土

地
と
自
己
存
在
と
を
結
ぶ
か
、
と
い
う
点
を
め
ぐ
っ
て
、
テ
ク
ス
ト
に
即

し
て
具
体
的
に
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

２

ベ
ン
ゲ
ッ
ト
移
民
異
聞

『
わ
が
町
』
の
第
一
章
「
明
治
」
は
、
他
吉
が
参
加
し
た
ベ
ン
ゲ
ッ
ト

道
路
建
設
工
事
に
関
す
る
記
述
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。
青

山

３
）

光
二
は
こ
の
作
品
を
、「
便
乗
的
粉
飾
を
か
な
り
ほ
ど
こ
し
た
作
品
」、

「
南
方
作
戦
下
の
国
状
を
大
い
に
意
識
し
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
」
と

評
し
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
日
本
軍
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
侵
攻
は
昭

和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
と
同
時
に
始
ま
り
、
翌
昭
和

十
七
年
一
月
二
日
に
マ
ニ
ラ
を
占
領
し
た
。
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
で
の
全
ア

メ
リ
カ
軍
の
降
伏
が
完
了
し
た
同
年
五
月
十
日
を
以
て
攻
略
は
終
了
し
、

『
わ
が
町
』
刊
行
時
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
日
本
に
よ
る
統
治
が
な
さ
れ
て
い

た
。
ち
な
み
に
昭
和
十
九
年
十
月
か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
連

合
国
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
奪
回
作
戦
を
敢
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

遡
っ
て
明
治
三
十
一
年
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

植
民
統
治
権
が
譲
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
に
避
暑
地
バ
ギ
オ
に
通
じ
る
道
路

を
作
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
発
案
で
、
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
道
路
が
明
治
三
十
四

年
に
着
工
さ
れ
、
三
十
八
年
三
月
に
開
通
し
た
。『
わ
が
町
』
本
文
で
は
、

建
設
が
難
工
事
で
あ
っ
た
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
な
ど
列
国
の
人
間
が

な
し
得
な
か
っ
た
工
事
を
日
本
人
が
成
功
さ
せ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
日
本
人
、
所
謂
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
移
民
が
明
治
三
十
六
年
十
月
か
ら

工
事
に
従
事
し
た
こ
と
は
史
実
で
あ
る
。
し
か
し
、『
わ
が
町
』
で
述
べ

ら
れ
る
よ
う
な
「
こ
の
工
事
は
他
国
人
の
手
に
は
負
え
な
か
っ
た
が
、
日

本
人
に
は
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
文
脈
は
、
史
実
と
し
て

ど
の
程
度
ま
で
保
証
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

早
瀬

４
）

晋
三
は
、「
現
在
利
用
で
き
る
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
道
路
工
事
当
時
の
日

本
の
外
交
文
書
の
な
か
に
、「
日
本
人
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
ベ
ン
ゲ
ッ

ト
道
路
」
の
記
録
も
な
け
れ
ば
、「
日
本
人
七
〇
〇
人
の
人
柱
」
の
記
述

も
な
い
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
戦
中
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
語

り
継
が

５
）

れ
る
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
移
民
に
ま
つ
わ
る
「
伝
説
」
の
成
立
過
程
を
検

証
し
て
い
る
。
日
本
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
残
さ
れ

た
ど
の
史
料
に
も
、
工
事
に
関
す
る
一
次
史
料
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
場

合
は
公
式
文
書
が
保
存
機
関
の
火
災
に
よ
っ
て
消
失
し
た
と
い
う
事
情
は

あ
る
が
、
公
式
文
書
以
外
で
も
、
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
献

に
日
本
人
労
働
者
の
記
述
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
早
瀬
は

「
日
本
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
渡
航
は
、
当
時
非
合
法
で
あ
っ
た
契
約
移

民
と
い
う
事
実
を
隠
す
た
め
に
、
形
式
上
、
種
々
の
方
法
が
と
ら
れ
」
た

結
果
だ
と
し
て
い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
現
実
の
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
移
民
は
、

植
民
地
経
営
を
展
開
す
る
ア
メ
リ
カ
人
に
雇
用
さ
れ
た
外
国
人
労
働
者
に

過
ぎ
な
い
。
で
は
日
本
に
お
け
る
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
移
民
の
伝
説
は
ど
の
よ
う

に
構
築
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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早
瀬
の
調
査
を
参
照
す
る
と
、
大
正
期
に
書
か
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
関

す
る
文
献
で
は
、
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
移
民
に
つ
い
て
特
別
な
注
意
が
向
け
ら
れ

た
事
実
は
な
く
、
少
な
く
と
も
活
字
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
昭
和
十
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
入
江
寅
次
『
邦
人
海
外
発
展

史
』（
移
民
問
題
研
究
会
）、
蒲
原
廣
二
『
ダ
バ
オ
邦
人
開
拓
史
』（
日
比

新
聞
社
）
と
い
う
二
冊
の
書
物
を
嚆
矢
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
関
連
書
籍

が
昭
和
十
年
代
後
半
に
な
る
と
増
え
、
そ
の
潮
流
の
中
で
元
移
民
の
回
顧

談
が
披
露
さ
れ
る
う

６
）

ち
に
、
優
秀
な
日
本
人
た
る
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
移
民
像
が

形
成
さ
れ
た
。
そ
の
過
程
で
は
、
証
言
の
な
さ
れ
た
時
代
が
下
る
に
つ
れ

て
工
事
中
の
死
亡
者
数
が
増
加
す
る
と
い
っ
た
形
で
工
事
の
悲
惨
さ
が
強

調
さ
れ
、
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
移
民
の
物
語
が
固
定
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て

第
五
期
国
定
修
身
教
科
書
『
初
等
科
修
身

四
』（
第
六
学
年
用
、
昭
和

十
八
年
）
の
教
材
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
伝
説
は
完
成
さ
れ
た
、

と
早
瀬
は
結
論
づ
け
て
い
る
。

だ
が
、『
わ
が
町
』
刊
行
と
同
じ
昭
和
十
八
年
に
伝
説
が
完
成
さ
れ
た

と
し
て
も
、
織
田
が
当
時
ど
の
程
度
ま
で
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
の
か
、
あ

る
い
は
い
つ
そ
の
情
報
を
手
に
入
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
測
定
し
難

い
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
の
織
田
文
庫
に
は
、
織
田
の
逝
去
時
に
残

さ
れ
て
い
た
雑
誌
書
籍
等
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
を
含
む
南
洋
に
関
す
る
書
籍
は
五
点
あ
る
。
刊
行
順
に
列
挙
す
る
と
、

①
台
湾
南
方
協
会
編
『
南
方
読
本
』（
三
省
堂
、
昭
和
十
六
年
十
一
月
十

日
）、
②
花
園
兼
定
『
南
進
論
の
先
駆
者
菅
沼
貞
風
』（
日
本
放
送
出
版
協

会
、
昭
和
十
七
年
二
月
二
十
八
日
）、
③
野
村
愛
正
『
ダ
バ
オ
の
父

太

田
恭
三
郎
』（
偕
成
社
、
昭
和
十
七
年
六
月
一
日
）、
④
渡
邊
薫
『
フ
イ
リ

ツ
ピ
ン
図
説
』（
冨
山
房
、
昭
和
十
七
年
七
月
二
十
日
）、
⑤
読
売
新
聞
社

出
版
部
編
『
比
島
作
戦
』（
昭
和
十
七
年
十
一
月
八
日
）
で
あ
る
。
う
ち

⑤
の
刊
行
は
「
文
芸
」
版
「
わ
が
町
」
と
同
月
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る

と
、
④
渡
邊
本
に
一
箇
所
だ
け
、
左
の
一
文
に
万
年
筆
で
傍
線
が
引
か
れ

て
い
る
。

是
（
明
治
二
十
四
年
｜
引
用
者
注
）
か
ら
暫
く
杜
切
れ
た
日
本
人
渡

航
は
、
一
九
〇
〇
年
に
着
手
さ
れ
た
ツ
ウ
ヰ
ン
ピ
ー
ク
、
バ
ギ
オ
間

二
一
哩
三
五
の
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
道
開
鑿
に
当
り
、
米
支
比
人
失
敗
の
後

を
受
け
て
時
の
工
事
監
督
ケ
ノ
ン
少
佐
は
、
一
九
〇
三
年
六
月
十
八

日
マ
ニ
ラ
日
本
領
事
館
を
訪
問
し
て
邦
人
労
働
者
供
給
方
を
乞
う

た
。

こ
の
書
き
入
れ
を
以
て
織
田
の
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
移
民
の
発
見
と
見
做
す
の

は
安
易
に
す
ぎ
る
が
、
結
論
を
先
に
述
べ
る
な
ら
、『
わ
が
町
』
の
ベ
ン

ゲ
ッ
ト
工
事
に
関
す
る
記
述
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
ら
の
本
、
特
に

③
野
村
本
、
④
渡
邊
本
の
文
章
を
繫
げ
て
構
成
し
た
も
の
な
の
で
あ
る

（〔
資
料
〕
参
照
）。

し
た
が
っ
て
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
道
路
工
事
に
関
す
る
記
述
を
除
い
た
部
分
を

検
証
す
る
こ
と
は
テ
ク
ス
ト
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
見
定
め
る
こ
と
以
上

に
、
同
時
代
の
歴
史
化
さ
れ
た
語
り
と
創
作
と
の
齟
齬
を
検
証
す
る
作
業

と
な
る
だ
ろ
う
。
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
工
事
に
関
す
る
創
作
部
分
は
、
そ
の
内
容

に
即
し
て
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
以
下
、
引
用
文
の
傍
線
は
全
て
引
用

者
に
よ
る
。

ま
ず
、
労
働
者
が
殉
職
し
た
仲
間
を
弔
う
様
子
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
る

と
共
に
、
そ
の
死
を
「
犬
死
に
に
し
な
い
」
た
め
の

弔
い
と
し
て
の
工

事

と
い
う
意
味
の
補
塡
が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
挙
げ
る
と
以
下
の

部
分
が
該
当
す
る
。
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①

佐
渡
島
他
吉
が
、／

言
う
ち
ゃ
な
ん
や
け
ど
、
今
日
ま
で
命
が
あ

っ
た
の
は
、
こ
ら
神
さ
ん
の
お
蔭
や
。
こ
な
い
だ
の
山
崩
れ
で
こ
ろ

ッ
と
死
て
し
も
た
も
ん
や
お
も
て
、
も
う
い
っ
ぺ
ん
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
へ

戻
ろ
や
な
い
か
。
こ
こ
で
逃
げ
だ
し
て
し
も
て
や
な
、
工
事
が
失
敗

に
な
っ
て
見
イ
、
死
ん
だ
連
中
が
浮
か
ば
れ
へ
ん
や
な
い
か
。
わ
い

ら
は
正
真
正
銘
の
日
本
人
や
ぜ
」／
と
、
大
阪
弁
で
言
っ
た
。

②

元
通
り
工
事
は
続
け
ら
れ
た
が
、
斃
れ
た
者
を
犬
死
に
に
し
な
い

た
め
に
働
く
と
い
う
鶴
田
組
の
気
持
は
、
た
ち
ま
ち
他
の
組
に
も
響

い
て
、
何
か
殺
気
だ
っ
た
空
気
が
し
ん
と
張
ら
れ
た
。／
屍
を
埋
め

て
日
が
暮
れ
、
と
ぼ
と
ぼ
小
屋
に
戻
っ
て
行
く
道
は
暗
く
、
し
ぜ
ん

気
持
も
滅
入
っ
た
が
、
ま
ず
今
日
い
ち
に
ち
は
命
を
拾
っ
た
と
い
う

想
い
に
夜
が
明
け
る
と
、
も
う
仇
討
に
出
る
気
持
め
い
て
つ
よ
く

黙
々
と
、
鶴
嘴
を
肩
に
し
た
。

③

難
工
事
を
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
手
で
成
し
と
げ
た
の
だ
と
い
う

誇
り
は
あ
っ
て
も
、
喜
び
は
な
か
っ
た
。

他
国
人
に
は
で
き
な
い
事
業
を
完
遂
し
た
誇
り
高
き
日
本
人

像
は
、

当
時
の
一
般
化
さ
れ
た
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
移
民
の
伝
説
と
重
な
る
形
で
反
復
さ

れ
て
い
る
。
だ
が
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
強
調
さ
れ
る
の
は
仲
間
の
死
と
そ

の
弔
い
で
あ
り
、「
喜
び
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
高
揚
な
き
達
成
が
、
結

果
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
態
は
同
時
代
に
お
け
る
ベ
ン
ゲ
ッ
ト

移
民
伝
説
の
論
理
と
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
た
と
え
ば
ベ
ン
ゲ
ッ
ト

移
民
伝
説
の
完
成
形
と
さ
れ
て
い
る
『
初
等
科
修
身

四
』（
昭
和
十
八

年
）
は
「
教
材
の
趣
旨
」
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

南
方
発
展
の
心
構
に
強
く
資
せ
し
め
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
本
課

の
ね
ら
ひ
が
あ
る
。（
略
）
わ
が
先

の
人
々
が
、
遠
く
海
外
に
発

展
す
る
意
気
と
実
力
を
備
へ
て
、
偉
大
な
足
跡
を
印
し
来
つ
た
こ
と

も
、
こ
の
立
場
（「
皇
国
の
道
は
実
に
古
今
に
通
じ
て
謬
ら
ぬ
と
い

ふ
だ
け
で
な
く
、
国
の
外
に
施
し
て
悖
ら
ざ
る
世
界
の
大
道
で
あ

る
」
と
の
立
場
｜
引
用
者
注
）
に
於
い
て
理
会
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、
単
な
る
人
口
問
題
の
解
決
、
な
い
し
は
一
攫
千
金
を
め

ざ
し
て
の
自
我
功
利
の
思
想
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。

南
進
を
称
揚
す
る
国
家
に
と
っ
て
、
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
移
民
は
皇
国
の
た
め

に
尽
力
し
、
他
国
の
人
間
に
優
り
、
成
功
あ
る
い
は
勝
利
を
収
め
る
臣
民

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
『
わ
が
町
』
で
の
彼
ら
は
臣
民
た
る

「
日
本
人
」
で
あ
る
こ
と
を
否
定
こ
そ
し
な
い
が
、「
喜
び
は
な
か
っ
た
」

と
い
う
高
揚
な
き
達
成
を
迎
え
て
い
る
点
で
、
臣
民
を
鼓
舞
す
る
た
め
の

伝
説
と
し
て
十
全
に
機
能
す
る
も
の
で
は
な
い
。
移
民
た
ち
の
行
動
を
支

え
る
論
理
が
「
仇
討
」
と
い
う
き
わ
め
て
近
世
的
な
概
念
で
あ
る
こ
と
に

も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
工
事
の
完
遂
で
終
わ
る
修

身
教
科
書
的
な
伝
説
と
は
異
な
り
、『
わ
が
町
』
で
は
事
後
の
出
来
事
も

詳
述
さ
れ
る
。
そ
れ
が
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
道
路
の
用
途
に
関
す
る
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
犠
牲
者
た
ち
の
墓
標
と
も
い
う
べ
き
道
路
は
、
実
際
に
は
ア
メ

リ
カ
人
に
娯
楽
を
提
供
す
る
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
す
る
記
述
で
あ

る
。
史
実
で
は
、
道
路
開
通
後
の
バ
ギ
オ
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
の

諸
機
関
が
建
て
ら
れ
、
夏
の
間
は
避
暑
地
で
あ
る
バ
ギ
オ
で
執
政
が
な
さ

れ
た
と
い
う
。
織
田
が
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
文
献
に
も
、「
そ
の
後
、
バ

ギ
オ
に
は
、
美
し
い
家
々
が
、
濃
い
緑
の
森
の
中
に
点
々
と
絵
の
や
う
に

立
ち
な
ら
ん
で
、
東
洋
第
一
と
い
は
れ
る
サ
ン
マ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
夏

の
都
）
が
で
き
あ
が
り
、
ア
メ
リ
カ
総
督
の
官
邸
も
あ
つ
て
、
四
月
か
ら

―20―



八
月
ま
で
の
五
ヶ
月
の
間
は
、
こ
ゝ
に
政
庁
が
う
つ
つ
て
、
一
切
の
政
治

を
と
る
や
う
に
な
つ
た
」（
③
野
村
本
九
十
八
頁
）
と
、
バ
ギ
オ
が
政
治

の
舞
台
と
な
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
無
論
、
滞
在
す
る
ア
メ
リ
カ

人
の
た
め
に
慰
安
施
設
も
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、『
わ
が

町
』
で
は
史
実
よ
り
も
想
像
の
方
が
「
物
語
内
の
歴
史
的
事
実
」
と
し
て

優
先
さ
れ
、
こ
の
操
作
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
の
営
み
が
、
生
き
残
っ

た
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
移
民
に
と
っ
て
侮
辱
的
行
為
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
以
下
に
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

①

ベ
ン
ゲ
ッ
ト
道
路
が
ダ
ン
ス
に
通
う
米
人
た
ち
の
ド
ラ
イ
ヴ
・
ウ

ェ
ー
に
利
用
さ
れ
だ
し
た
と
い
う
噂
が
耳
に
は
い
っ
た
。／
そ
ん
な

目
的
で
お
れ
た
ち
の
血
と
汗
を
絞
り
と
っ
て
い
た
の
か
と
、
皆
ん
な

は
転
げ
ま
わ
っ
て
口
惜
し
が
り
、
工
事
が
済
む
と
い
き
な
り
お
っ
ぽ

り
出
さ
れ
た
こ
と
へ
の
怒
り
も
砂
を
嚙
む
想
い
で
、
じ
り
じ
り
来

た
。

②

他
吉
の
発
言
｜
引
用
者
注
）「
こ
ら
ッ
。
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
道
路
に
は

六
百
人
と
い
う
人
間
の
血
が
流
れ
て
る
ん
や
ぞ
オ
。
う
か
う
か
ダ
ン

ス
さ
ら
し
に
通
り
や
が
っ
て
見
イ
。
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
す

る
さ
か
い
、
要
心
せ
エ
よ
。

こ
こ
に
描
出
さ
れ
る
の
は
、
難
事
業
を
成
功
へ
導
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず

ア
メ
リ
カ
人
に
侮
辱
さ
れ
た
怒
れ
る
日
本
人
像
で
あ
る
。
だ
が
、『
わ
が

町
』
の
記
述
か
ら
抜
け
落
ち
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
彼
ら
移
民
が

本
来
非
合
法
の
う
ち
に
渡
航
し
た
契
約
移
民
、
換
言
す
れ
ば
不
法
就
労
者

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
根
本
的
な
政
治
上
の
問
題
は
、
い
わ
ば
棄
民
と

な
っ
た
彼
ら
に
、
今
度
は
否
応
な
く
経
済
上
の
問
題
を
抱
え
込
ま
せ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

『
わ
が
町
』
が
先
行
文
献
に
拠
ら
な
か
っ
た
部
分
の
三
点
目
は
、
政
治

的
前
提
を
捨
象
し
、
経
済
を
め
ぐ
る
問
題
の
み
を
佐
渡
島
他
吉
の
心
身
に

密
に
関
わ
ら
せ
る
形
で
描
出
し
た
部
分
で
あ
る
。

工
事
後
の
移
民
た
ち
は
「
翌
日
か
ら
ひ
と
り
残
ら
ず
失
業
者
」
と
な

り
、
マ
ニ
ラ
を
彷
徨
う
こ
と
と
な
っ
た
。
新
し
く
生
じ
る
の
は
持
て
る
者

が
勝
つ
と
い
う
資
本
主
義
経
済
に
基
づ
く
苛
烈
な
生
存
競
争
で
あ
る
。
そ

の
中
で
「
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
あ
や
ん
」
は
誕
生
し
て
い
る
。
工
事
に
お
け

る
身
体
レ
ベ
ル
の
生
存
競
争
に
打
ち
克
っ
た
他
吉
は
、
そ
の
後
の
新
た
な

争
い
を
い
か
に
生
き
抜
い
た
の
か
。
他
吉
に
焦
点
化
す
る
と
、
実
は
「
明

治
」
の
章
の
記
述
に
お
い
て
は
、
彼
が
工
事
に
寄
与
し
た
こ
と
よ
り
も
、

む
し
ろ
工
事
終
了
後
、
彼
の
ア
メ
リ
カ
人
に
対
す
る
反
抗
が
同
じ
日
本
人

か
ら
の
敬
遠
に
つ
な
が
り
、
商
い
に
も
失
敗
し
、
果
て
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

居
ら
れ
な
く
な
っ
た
者
と
し
て
、
本
人
の
意
図
せ
ぬ
理
由
で
日
本
へ
戻

る
、
と
い
う
内
容
が
主
眼
と
な
っ
て
い
る
。
該
当
部
分
を
引
用
す
る
。

文
句
が
あ
る
な
ら
、
い
つ
で
も
来
い
。
わ
い
は
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他

あ
や
ん
や
」／
そ
れ
で
、
い
つ
か
「
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
あ
や
ん
」
と

綽
名
が
つ
き
、
た
ち
ま
ち
顔
を
売
っ
た
が
、
そ
の
た
め
敬
遠
さ
れ

て
、
や
が
て
僅
か
な
貯
え
を
資
本
に
は
じ
め
た
モ
ン
ゴ
屋
（
金
時
氷

や
清
涼
飲
料
の
売
店
）
は
は
や
ら
な
か
っ
た
。／
国
元
へ
の
送
金
も

思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
こ
れ
で
は
い
っ
た
い
な
ん
の
た
め
に
比
律
賓

ま
で
来
た
の
か
わ
け
が
判
ら
ぬ
と
、
そ
れ
が
一
層
「
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の

他
あ
や
ん
」
め
い
た
振
舞
い
へ
、
他
吉
を
追
い
や
っ
て
い
た
が
、
や

が
て

お
前
が
マ
ニ
ラ
に
居
て
く
れ
て
は
…
…
」
か
え
っ
て
ほ
か
の

日
本
人
が
迷
惑
す
る
旨
の
話
も
有
力
者
か
ら
出
た
の
を
し
お
に
、
内

地
へ
残
し
て
来
た
妻
子
が
気
に
な
る
と
の
口
実
で
、
足
掛
け
六
年
い
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た
比
律
賓
を
あ
と
に
し
た
。

明
治
」
の
章
は
「
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
あ
や
ん
」
誕
生
譚
と
い
え
る
が
、

そ
こ
に
浮
上
す
る
の
は
他
吉
が
名
実
共
に
、
成
功
す
べ
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ

渡
っ
た
日
本
人
と
し
て
は
敗
れ
去
っ
た
者
だ
と
い
う
物
語
内
の
事
実
な
の

で
あ
る
。
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
の
中
で
負
け
た
彼
に
は
、「
仇
討
」
の
論

理
で
獲
得
し
た
誇
り
だ
け
が
残
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
と
同
時
に
明
ら
か
な
の
は
、「
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
あ
や
ん
」

と
し
て
の
他
吉
像
は
ア
メ
リ
カ
人
に
反
抗
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
な
身

振
り
と
し
て
生
成
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
他
な
ら
ぬ
同
胞
た
ち
か
ら

他
吉
を
排
除
す
る
要
因
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
作
品
内
外
の
同

時
代
に
伝
説
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
、
皇
国
の
臣
民
に
と
っ
て

輝
か
し
い
成
功
を
遂
げ
た
、
海
外
雄
飛
す
る
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
挫
か

れ
る
。「
明
治
」
の
章
は
、
伝
説
に
範
を
取
り
な
が
ら
も
位
相
の
異
な
る

二
つ
の
生
存
競
争
を
描
出
す
る
方
向
へ
拡
張
し
、
そ
の
こ
と
が
佐
渡
島
他

吉
と
い
う
固
有
の
身
体
に
焦
点
化
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
身
体
で
は

勝
っ
た
が
経
済
で
は
敗
れ
去
っ
た

こ
れ
が
他
吉
の
自
己
同
一
性
の
核

心
と
い
え
る
が
、
本
人
の
内
で
は
身
体
で
の
勝
利
と
、
敗
残
の
う
ち
に
形

成
さ
れ
た
身
振
り
だ
け
が
誇
り
と
し
て
矛
盾
な
く
統
合
さ
れ
る
と
い
う
、

ね
じ
れ
た
認
識
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
保
持
す
る
こ
と

が
、
自
身
の
過
去
の
存
在
証
明
と
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
他
吉
は
帰
国
後
も

マ
ニ
ラ
麻
の
上
着
を
着
、「
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
あ
や
ん
」
を
自
称
し
、
か

つ
名
指
さ
れ
続
け
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
彼
の
常
態
で
は
な
い
。
彼
が

「
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
あ
や
ん
」
で
あ
る
の
は
い
か
な
る
時
で
、
ま
た
、
彼

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
記
憶
は
ど
の
よ
う
に
反
芻
さ
れ
て
い
る
の
か
を
み
て
い

き
た
い
。

３

規
範
化
さ
れ
る
土
地
の
記
憶

他
吉
が
「
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
あ
や
ん
」
と
称
し
、
称
さ
れ
る
時
と
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
時
代
の
記
憶
が
語
ら
れ
る
時
と
は
弁
別
さ
れ
る
。
前
者
は
他
吉

が
外
界
と
接
触
す
る
際
に
発
動
す
る
身
振
り
で
あ
り
、
後
者
は
他
吉
自
身

の
言
葉
に
よ
る
思
惟
の
開
示
だ
か
ら
だ
。
ゆ
え
に
こ
こ
で
は
そ
の
態
度
と

回
想
が
叙
述
さ
れ
る
箇
所
を
分
け
て
検
討
し
た
い
。

ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
あ
や
ん
」
の
風
貌
は
、
眼
光
鋭
く
、「
凄
み
」
を
利

か
せ
る
点
で
生
涯
一
貫
し
て
い
る
。
夜
店
で
悪
い
場
所
を
あ
て
が
わ
れ
た

時
、
人
力
車
の
客
を
奪
い
合
う
時
、
そ
の
態
度
は
現
れ
、
彼
は
大
声
を
あ

げ
る
。
青
山
光
二
は
「
立
志
伝
」
の
他
吉
と
比
較
し
、「
本
来
は
博
奕
や

喧
嘩
が
何
よ
り
好
き
で
あ
る
は
ず
の
、
他
吉
の
性
格
の
無
法
人
的
な
一
面

が
抑
え
ら
れ
す
ぎ
て
い
は
し
ま

７
）

い
か
」
と
評
し
て
い
る
が
、
確
か
に
そ
の

よ
う
な
性
格
の
要
素
は
抜
き
取
ら
れ
て
い
る
。
他
の
人
力
車
夫
に
囲
ま
れ

た
際
「
咄
嗟
に
「
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
あ
や
ん
」
に
か
え
っ
て
身
構
え
た
」

と
こ
ろ
に
顕
著
な
よ
う
に
、「
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
あ
や
ん
」
の
無
法
人
的

な
性
格
に
見
え
る
も
の
は
、
彼
の
常
態
で
は
な
く
、
演
技
の
成
果
な
の
で

あ
る
。

ま
た
「
マ
ニ
ラ
帰
り
ら
し
い
薄
汚
れ
た
麻
の
上
着
」
も
演
出
に
一
役
買

っ
て
い
る
。
こ
の
上
着
は
人
力
車
を
引
く
他
吉
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
も

あ
り
、
死
の
瞬
間
ま
で
纏
わ
れ
て
い
た
衣
装
だ
っ
た
。「
マ
ニ
ラ
麻
の
白

い
上
着
」
に
は
、
他
吉
が
単
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
い
た
こ
と
を
示
す
以
上
の

意
味
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
同
時
代
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
マ
ニ
ラ
麻
と

は
「
甚
だ
軽
く
而
も
強
靱
で
特
に
海
水
に
対
す
る
耐
久
力
に
富
ん
で
」
い

て
、「
産
額
の
約
七
割
は
綱
索
及
び
紐
縄
に
用
ひ
ら
れ
る
。
上
級
品
は
眞
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田
と
し
て
婦
人
帽
の
原
料
に
供
す
る
他
、
衣
服
用
織
物
を
製
し
、
又
蚊

帳
、
帯
、
紐
等
に
作
ら
れ
、
下
級
物
は
日
本
紙
の
原
料
と
し
て
歓
迎
さ
れ

る
」（
前
田
由
之
助
「
ダ
バ
オ
に
於
け
る
麻
栽
培
と
邦
人
」（「
海
を
越
え

て
」
昭
和
十
六
年
二
月
一
日
））
と
説
明
さ
れ
る
素
材
だ
。
名
前
の
通
り

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
収
穫
さ
れ
る
植
物
だ
が
、
そ
の
生
産
を
事
業
と
し
て
成
功

さ
せ
た
の
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
い
た
日
本
人
な
の
で
あ
る
。
前
田
は
さ
ら

に
、「
ダ
バ
オ
が
、
今
や
比
島
有
数
の
新
興
産
業
都
市
と
し
て
内
外
の
汽

船
が
盛
に
発
着
す
る
殷
賑
さ
を
呈
す
る
に
至
つ
た
の
は
、
我
が
邦
人
開
拓

者
の
力
で
あ
る
と
云
つ
て
も
敢
て
過
言
で
は
無
い
。（
中
略
）（
ア
メ
リ
カ

人
、
ス
ペ
イ
ン
人
が
｜
引
用
者
注
）
多
少
共
開
拓
の
緒
に
就
い
て
ゐ
た
事

実
は
認
め
ら
れ
る
が
、
ダ
バ
オ
の
麻
産
業
を
育
て
上
げ
て
今
日
に
至
ら
し

め
た
の
は
実
に
邦
人
移
民
の
力
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
、
外
地
の

産
業
を
振
興
さ
せ
た
功
労
者
と
し
て
日
本
人
を
称
揚
し
、
海
外
雄
飛
の
の

ち
他
国
人
を
圧
倒
す
る
邦
人
移
民
像
と
、
そ
の
象
徴
と
し
て
の
マ
ニ
ラ
麻

と
い
う
記
号
を
提
示
し
て
い
る
。

同
様
の
言
説
は
織
田
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
①『
南
方
読
本
』
に
も

認
め
ら
れ
る
。
同
書
は
「
ダ
バ
オ
に
於
け
る
麻
事
業
が
、
そ
の
生
産
・
貿

易
・
海
運
・
消
費
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
於
て
断
然
他
国
を
圧
倒
し
て
ゐ
る

こ
と
は
、
躍
進
日
本
の
姿
を
如
実
に
現
し
て
ゐ
る
も
の
と
い
ふ
べ
く
、
我

等
国
民
の
誇
と
し
て
刮
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
」
と
、
前
田
よ
り
も
明
確

に
、
ダ
バ
オ
の
麻
事
業
が
持
つ
意
味
を
述
べ
て
い
る
。
即
ち
他
吉
が
常
に

纏
う
マ
ニ
ラ
麻
の
上
着
は
、『
わ
が
町
』
執
筆
・
刊
行
の
同
時
代
に
お
い

て
海
外
を
圧
す
る
、
成
功
し
た
日
本
人
の
象
徴
と
い
え
る
。

だ
が
、『
わ
が
町
』
の
中
で
他
吉
の
上
着
は
語
り
手
に
よ
っ
て
「
異
様

な
風
態
」
と
指
摘
さ
れ
、
作
中
人
物
の
町
医
者
も
「
変
な
上
着
を
脱
ご
う

と
し
な
い
の
が
け
し
か
ら
ぬ
」
と
他
吉
を
解
雇
し
て
し
ま
う
。
成
功
し
た

日
本
人
の
象
徴
で
あ
る
は
ず
の
マ
ニ
ラ
麻
が
「
異
様
」
と
意
味
づ
け
ら
れ

る
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
確
実
な
の
は
、
他
吉
の
身
体
が
物

語
内
外
の
時
空
い
ず
れ
と
も
違
和
を
生
ん
で
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
マ
ニ
ラ
麻
の
上
着
は
他
吉
に
と
っ
て

フ
ィ
リ
ピ
ン

の
象
徴
と
し

て
、
そ
こ
へ
の
帰
属
を
外
界
に
示
す
た
め
の
装
置
で
あ
る
は
ず
だ
。
し
か

し
そ
の
身
振
り
に
よ
っ
て
彼
の
身
体
は
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
異
物
と
し

て
晒
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
触
媒
と
し
た
外
界
と
の
折
り
合
い

は
、
言
葉
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
孫
娘
夫
婦
に
自
分
の
貯
金
を
渡
そ
う
と
し
た
が
「
お
祖
父
ち

ゃ
ん
の
葬
式
金
に
残
し
と
い
て
」
と
断
ら
れ
た
後
、「
げ
ん
糞
の
わ
る
い

こ
と
を
言
う
な
。
葬
式
金
を
残
す
よ
う
な
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
あ
や
ん
や
思

て
る
の
か
」
と
声
を
張
り
上
げ
る
よ
う
に
、「
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
あ
や
ん
」

の
自
称
は
、
周
囲
の
人
間
が
提
示
し
た
事
柄
や
反
応
に
反
撥
す
る
た
め
に

な
さ
れ
る

８
）

修
辞
と
い
え
る
。

彼
は
「
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
あ
や
ん
」
を
産
ん
だ
は
ず
の
マ
ニ
ラ
の
苦
い

記
憶
、
つ
ま
り
喧
嘩
を
繰
り
返
し
た
挙
句
、
同
胞
の
声
に
よ
っ
て
追
い
出

さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
召
喚
せ
ず
、
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
こ
と
だ
け
を
思
い
出

す
。「
は
げ
し
い
労
働
」
を
懐
か
し
み
、
折
あ
ら
ば
行
き
た
い
と
願
う
と

共
に
、
周
囲
の
人
間
に
「
苦
労
」
し
て
、「
体
を
責
め
て
働
く
」
こ
と
を
、

こ
と
あ
る
毎
に
推
奨
・
強
要
す
る
が
、
語
り
手
は
そ
れ
を
、
他
吉
の
「
無

智
」
ゆ
え
で
あ
り
「
理
屈
で
は
な
」
い
と
す
る
。「
体
を
責
め
て
働
」
け

ば
、
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
で
の
自
分
の
よ
う
に
他
国
人
に
は
で
き
な
い
難
事
業
を

成
功
さ
せ
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
修
身
の
「
教
材
の
趣
旨
」
に
あ
っ
た
よ
う

に
、「
皇
国
の
道
」
が
「
国
の
外
に
施
し
て
悖
ら
ざ
る
世
界
の
大
道
」
で
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あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
、
な
ど
と
い
う
名
誉
欲
や
大
義
を
も
た
ら
す
論

理
を
以
て
、
彼
は
他
者
に
対
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

他
吉
に
と
っ
て

フ
ィ
リ
ピ
ン

と
は
あ
く
ま
で
記
憶
の
場
で
あ
り
、

マ
ニ
ラ
で
の
苦
さ
を
忘
却
し
た
上
で
繰
り
返
し
回
想
さ
れ
る
、
神
話
化
さ

れ
た
過
去
で
あ
る
。
記
憶
は
現
在
と
の
距
離
と
独
立
を
保
つ
と
同
時
に
、

「
体
を
責
め
て
働
い
た
」
と
い
う
一
点
が
抽
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
他

吉
に
と
っ
て
生
の
規
範
と
な
る
。
整
合
性
や
妥
当
性
を
問
う
こ
と
が
不
可

能
な
領
域
に
、
そ
れ
は
あ
る
。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
出
来
事
そ
れ
自

体
も
、
他
吉
に
精
選
さ
れ
た
う
え
で
他
者
に
規
範
の
順
守
を
要
求
す
る
際

の
訓
話
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

他
吉
は
再
び
彼
の
地
へ
戻
る
こ
と
を
熱
望
し
な
が
ら
、
し
か
し
現
実
に

再
渡
航
す
る
こ
と
は
実
現
さ
れ
ず
に
い
る
。
む
し
ろ
渡
航
の
実
現
不
可
能

性
が
、
彼
が

フ
ィ
リ
ピ
ン

を
尽
き
な
い
夢
と
し
て
繰
り
返
し
反
芻
す

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
大
正
時
代
に
入
る

と
異
郷
に
ま
つ
わ
る
記
憶
に
情
報
が
追
加
さ
れ
、
他
吉
に
と
っ
て
の

フ

ィ
リ
ピ
ン

と
い
う
概
念
に
も
大
き
な
変
更
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
契
機

は
娘
婿
・
新
太
郎
の
死
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
他
吉
は
思
い
つ
き
で
自
分
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
行
き
を
新
太
郎
に

代
行
さ
せ
た
。
し
か
し
、
新
太
郎
が
現
地
に
着
い
て
早
々
病
没
す
る
と
、

他
吉
は
「
わ
い
が
殺
し
た
よ
う
な
も
ん
や
」
と
い
う
自
覚
か
ら
、
新
太
郎

を
悼
む
こ
と
に
心
を
砕
く
。
そ
し
て

フ
ィ
リ
ピ
ン

へ
の
欲
望
は
、
ベ

ン
ゲ
ッ
ト
時
代
の
よ
う
に
「
は
げ
し
い
労
働
」
を
享
受
す
る
こ
と
か
ら
一

転
、
マ
ニ
ラ
に
赴
き
新
太
郎
の
墓
へ
参
る
こ
と
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
き
、

果
て
は
新
太
郎
と
「
い
っ
し
ょ
の
墓
に
入
る
」
こ
と
を
所
望
す
る
よ
う
に

な
る
。
新
太
郎
の
死
は
記
憶
と
な
り
、
他
吉
の
と
っ
て
の

フ
ィ
リ
ピ

ン

と
い
う
概
念
は
更
新
さ
れ
て
い
く
。
そ
こ
は
も
は
や
労
働
の
た
め
に

目
指
す
場
所
で
は
な
い
。
当
時
船
で
二
日
か
か
る
ほ
ど
離
れ
た
ベ
ン
ゲ
ッ

ト
と
マ
ニ
ラ
と
い
う
二
つ
の
場
所
は
、
他
吉
の
中
で

フ
ィ
リ
ピ
ン

の

一
語
に
お
い
て
融
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

娘
さ
え
も
失
っ
た
後
、
新
太
郎
に
対
す
る
贖
罪
に
も
近
い
気
持
ち
は
、

「
も
う
わ
た
い
は
自
分
の
命
を
こ
の
孫
に
く
れ
て
や
り
ま
ん
ね
ん
」
と
公

言
し
、
ま
た
人
力
車
を
追
っ
て
走
る
孫
を
見
な
が
ら
、「
マ
ニ
ラ
で
死
ん

だ
こ
の
子
の
父
親
が
い
ま
こ
の
子
と
一
し
ょ
に
走
っ
て
い
る
の
だ
」
と
幻

想
す
る
よ
う
に
、
孫
娘
の
君
枝
を
育
て
る
こ
と
で
贖
わ
れ
る
か
の
よ
う
に

他
吉
に
は
自
覚
さ
れ
る
。
独
り
で
君
枝
を
育
て
て
こ
そ
赦
さ
れ
る
、
真
に

新
太
郎
を
悼
む
こ
と
に
な
る
と
で
も
い
う
か
の
よ
う
に
、
彼
は
オ
ト
ラ
婆

さ
ん
と
の
再
婚
を
拒
絶
す
る
。

一
方
で
、
規
範
化
さ
れ
た
他
吉
の
記
憶
が
、
孫
娘
夫
婦
に
も
継
承
さ
れ

て
い
く
事
態
も
認
め
ら
れ
る
。

君
枝
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
「
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
あ
や
ん
の
孫
」
で
あ

り
、「
体
を
責
め
て
働
く
」
娘
だ
っ
た
。
彼
女
は
度
々
他
吉
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
記
憶
を
想
起
し
、
生
の
規
範
を
自
覚
し
、
そ
こ
に
疑
い
を
挟
ま
な

い
。
ま
た
、
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
を
祖
父
が
苦
労
し
、
労
働
し
、
一
つ
の
難
工
事

を
完
遂
し
た
町
、
マ
ニ
ラ
を
、
父
が
「
ひ
と
り
さ
び
し
く
」
死
ん
だ
町
、

す
な
わ
ち
墓
所
と
し
て
、
二
つ
を
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
見
た
南
十
字
星
と

い
う
媒
介
を
通
し
て
積
極
的
に
接
続
し
て
み
せ
る
。
そ
の
場
面
を
引
用
す

る
。

さ
て
、
皆
さ
ん
、
こ
こ
に
南
十
字
星
が
現
わ
れ
て
、
わ
た
し

達
は
い
よ
い
よ
南
方
の
空
ま
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。
時
刻
は
マ
ニ
ラ

の
午
前
一
時
、
丁
度
真
夜
中
で
す
。
し
ん
と
寝
し
ず
ま
っ
た
マ
ニ
ラ
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の
町
を
野
を
山
を
椰
子
の
葉
を
、
こ
の
美
し
い
南
十
字
星
が
し
ず
か

に
見
お
ろ
し
て
い
る
の
で
す
」

マ
ニ
ラ
と
き
い
て
、
君
枝
は
睡
気
か
ら
さ
め
た
。

あ
」

君
枝
は
声
を
あ
げ
て
、
そ
れ
で
は
祖
父
は
あ
の
星
を
見
な
が
ら
ベ
ン

ゲ
ッ
ト
で
働
き
、
父
は
あ
の
星
を
見
な
が
ら
マ
ニ
ラ
で
ひ
と
り
さ
び

し
く
死
ん
だ
の
か
と
、
頰
に
も
涙
が
流
れ
て
流
星
が
眼
に
か
す
み
、

そ
ん
な
自
分
の
心
を
知
っ
て
プ
ラ
ネ
タ
リ
ュ
ウ
ム
を
見
せ
て
く
れ
た

次
郎
の
気
持
が
、
暗
が
り
の
中
で
し
び
れ
る
ほ
ど
熱
く
来
た
。

君
枝
は
一
見
、
他
吉
に
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
挿
話
を
繰
り
返
し
聞
か
さ
れ
る

こ
と
で
、
本
来
彼
女
が
持
つ
は
ず
の
な
い

記
憶

を
共
有
し
、
生
の
規

範
を
な
ぞ
り
、
祖
父
と
孫
と
の
閉
じ
ら
れ
た
世
界
を
体
現
し
て
い
る
か
の

よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
実
は
、
祖
父
が
そ
れ
ま
で
語
る
こ
と
の
な
か
っ

た
南
十
字
星
の
発
見
に
よ
っ
て
実
父
と
祖
父
と
を
繫
ぎ
、
か
つ
捉
え
返
し

て
い
る
よ
う
に
、

フ
ィ
リ
ピ
ン

に
新
た
な
意
味
を
創
出
さ
せ
て
も
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
南
十
字
星
の
見
え
る

フ
ィ
リ
ピ
ン

と
い
う

土
地
が
祖
父
｜
実
父
｜
自
分
と
い
う
佐
渡
島
家
の
血
脈
を
伝
え
る
記
号
と

し
て
再
編
成
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ま
た
、
君
枝
の
夫
と
な
る
潜
水
夫
の
次
郎
に
お
い
て
も
、
他
吉
の
生
の

規
範
は
継
承
さ
れ
る
。
少
年
時
代
の
次
郎
が
他
吉
か
ら
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
話

を
何
度
も
聞
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
規
範
伝
達
の
た
め
の
訓

話
も
継
承
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
以
上
に
次
郎

に
あ
っ
て
顕
著
な
の
は
、
潜
水
に
臨
ん
で
「
君
枝
が
ホ
ー
ス
を
持
っ
て
い

る
の
だ
と
思
え
ば
、
次
郎
は
も
う
ど
ん
な
危
険
も
い
と
わ
ぬ
気
が
し
て
、

そ
し
て
、
マ
ニ
ラ
で
死
ん
だ
と
い
う
君
枝
の
父
親
の
気
持
が
、
ふ
っ
と
波

の
よ
う
に
潜
水
服
に
当
っ
て
来
る
の
だ
っ
た
」
と
い
う
言
い
方
で
次
郎
の

心
内
に
生
成
さ
れ
た
、「
マ
ニ
ラ
で
死
ん
だ
君
枝
の
父
親
」
に
対
す
る
奇

妙
と
も
い
え
る
同
調
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て

フ
ィ
リ
ピ
ン

の
持
つ

意
味
が
、
他
吉
と
も
、
ま
た
君
枝
と
も
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

次
郎
に
と
っ
て

フ
ィ
リ
ピ
ン

と
は
、
生
の
規
範
を
も
た
ら
す
記
号
で

あ
る
と
同
時
に
、
君
枝
が
持
つ
ホ
ー
ス
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
佐
渡
島

家
と
の
紐
帯
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
あ
る
の
だ
。

記
憶
と
そ
の
反
芻＝

回
想
は
、
労
働
と
い
う
点
に
お
い
て
生
の
規
範
と

な
り
、

フ
ィ
リ
ピ
ン

と
い
う
土
地
は
血
縁
と
同
義
に
理
解
さ
れ
、
ま

た
、
新
太
郎
の
死
と
い
う
点
を
契
機
に
意
味
を
三
様
に
変
え
、
他
吉
と
孫

た
ち
と
の
落
差
を
生
み
出
す
。
三
人
の
記
憶
の
持
ち
方
は
位
相
を
異
に
し

て
お
り
、
単
純
に
「
他
吉
の
記
憶
を
若
者
た
ち
が
継
承
し
て
い
っ
た
」
と

い
え
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
落
差
を
含
み
つ
つ
も
、
む
し
ろ

そ
の
た
め
に
三
人
が
ひ
と
繫
が
り
に
連
な
っ
て
い
く
と
い
う
、
連
帯
の
様

相
が
見
え
て
く
る
。
一
方
で
落
差
が
甚
だ
し
く
な
る
に
つ
れ
い
っ
そ
う
記

憶
が
再
編
さ
れ
、
新
太
郎
と
同
じ
墓
に
入
る
と
い
う
点
で
結
晶
化
す
る
他

吉
の

フ
ィ
リ
ピ
ン

に
向
け
ら
れ
た

記
憶

に
基
づ
く
欲
望
は
、
終

わ
り
な
く
保
持
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

４

フ
ィ
リ
ピ
ン

が
示
す
も
の

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
他
吉
た
ち
に
と
っ
て
の

フ
ィ
リ

ピ
ン

が
さ
ま
ざ
ま
に
書
き
込
ま
れ
る
一
方
で
、『
わ
が
町
』
に
は
執

筆
・
刊
行
の
同
時
代
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
状
況
も
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。

間
も
な
く
そ
の
年
も
慌
し
く
押
し
詰
り
、
大
東
亜
戦
争
が
は
じ
ま
っ
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た
。

そ
し
て
、
皇
軍
が
比
律
賓
の
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
附
近
に
上
陸
し
た

と
、
新
聞
は
読
め
な
か
っ
た
が
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
他
吉
の
耳
に

も
入
っ
た
。

あ
あ
、
今
ま
で
生
き
て
た
甲
斐
が
あ
っ
た
わ
い
。
孫
も
立
派
に
や

っ
て
る
。
曾
孫
も
丈
夫
に
育
っ
て
る
。
も
う
想
い
残
す
こ
と
は
な

い
。
わ
い
の
死
骸
は
、
マ
ニ
ラ
の
婿
と
い
っ
し
ょ
の
墓
に
は
い
る
ネ

や
」

こ
こ
に
は
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
日
本
軍
の
戦
績
上
、
最
も
華
々
し
か

っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
陸
と
マ
ニ
ラ
陥
落
と
い

う
事
実
が
明
記
さ
れ
て
い
る
し
、
他
吉
も
そ
れ
を
聞
き
知
っ
て
い
る
。

同
時
代
の
戦
局
は
『
わ
が
町
』
に
も
明
確
に
記
述
さ
れ
、
物
語
内
時
間

を
規
定
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
こ
の
作
品
は
十
分
時
局
に
与

し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
再
び
「
元
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
移
民
」
で
あ
る
他
吉

の
こ
と
を
振
り
返
れ
ば
、
彼
が
マ
ニ
ラ
麻
を
纏
っ
て
も
臣
民
の
見
本
と
し

て
讃
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
現
地
と
の
関
わ
り
も
、
具
体
的
に
は
明
治

期
の
出
来
事
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
彼
に
と
っ
て
の

フ
ィ
リ
ピ

ン

が
き
わ
め
て
私
的
な
も
の
と
し
て
記
憶
の
中
に
保
持
さ
れ
、
生
の
規

範
に
さ
え
な
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
他
吉
に
と
っ
て
は
実
際
の
戦
果

も
、
新
太
郎
と
同
じ
墓
に
入
る
と
い
う
私
的
な
欲
望
を
成
就
さ
せ
る
可
能

性
を
喚
起
す
る
た
め
に
あ
り
、
戦
果
そ
れ
自
体
が
彼
の

フ
ィ
リ
ピ
ン

概
念
に
変
革
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
い
。
い
わ
ば
そ
れ
は
同
時
代
の
公
的

な
文
脈
で
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
関
す
る
語
り
に
影
響
さ
れ
な
い
強
度
を
保
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
私
的
な
欲
望
に
他
吉
が
自
閉
す
る
こ
の
よ
う
な
在
り

よ
う
は
、
彼
の
時
局
に
対
す
る
非
便
乗
性
を
担
保
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

見
え
る
。
し
か
し
、
時
局
に
与
し
な
い
と
書
か
れ
る
こ
と
自
体
が
既
に
、

時
局
の
現
状
を
認
め
る
事
態
を
生
ん
で
い
る
こ
と
も
認
め
つ
つ
、
他
吉
の

死
と
い
う
終
局
時
の

記
憶

を
め
ぐ
る
様
相
を
み
て
い
き
た
い
。

欲
望
に
自
閉
す
る
他
吉
の
在
り
方
を
テ
ク
ス
ト
内
部
か
ら
問
い
う
る
存

在
と
し
て
、
再
び
君
枝
と
次
郎
が
浮
上
す
る
。
先
に
、
二
人
が
他
吉
の
生

の
規
範
を
継
承
し
た
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
規
範
を
そ
れ
と
し
て

受
け
継
い
で
い
る
も
の
の
、
他
吉
が
マ
ニ
ラ
で
同
胞
に
よ
っ
て
追
い
出
さ

れ
た
敗
残
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
。
そ
し
て
、
新
太
郎
に
対
す
る

他
吉
の
贖
罪
意
識
も
、
二
人
共
有
し
得
て
い
な
い
。
贖
罪
意
識
を
持
た
な

い
こ
と
は
、
他
吉
の
欲
望
の
核
心
が
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
ゆ
え
に
欲
望
に
先
鋭
化
さ
れ
た
他
吉
の

フ
ィ
リ
ピ
ン

に
対
し

て
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
距
離
や
位
置
を
取
る
か
、
そ
の
こ
と
が
他
吉
の

逝
去
直
後
を
描
出
す
る
作
品
末
部
で
最
も
よ
く
示
さ
れ
る
。

次
郎
は
か
つ
て
、「
蝶
柳
」
で
遊
ん
で
蝶
子
や
柳
吉
に
意
見
さ
れ
た

時
の
こ
と
を
思
い
だ
し
た
咄
嗟
に
、

そ
う
だ
、
マ
ニ
ラ
へ
行
こ
う
」

声
に
出
し
て
呟
い
た
。

君
枝
も
も
ち
ろ
ん
一
し
ょ
に
行
く
や
ろ
」

蝶
子
は
お
く
や
み
が
済
む
と
、
居
合
わ
し
た
人
へ
遠
慮
し
な
が
ら
、

ち
ょ
っ
と
…
…
」

と
、
言
っ
て
、
君
枝
に
眼
交
し
た
。

マ
ニ
ラ
行
き
を
望
む
次
郎
に
対
す
る
君
枝
の
応
答
は
書
か
れ
ず
、
テ
ク

ス
ト
か
ら
は
、
彼
女
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
行
き
に
対
し
て
感
じ
る
何
物
を
も
看

取
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
書
か
れ
な
い
こ
と
が
拒
否
を
示
す

わ
け
で
は
な
く
、
君
枝
の

フ
ィ
リ
ピ
ン

に
対
す
る
意
志
は
全
く
空
白
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の
ま
ま
、
テ
ク
ス
ト
は
閉
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
態
は
他
吉
の
欲

望
が
直
接
の
血
縁
者
で
あ
る
君
枝
に
継
承
さ
れ
ず
、
外
部
の
人
間
だ
っ
た

次
郎
が
新
太
郎
と
の
連
帯
を
通
じ
て
そ
れ
を
果
た
す
こ
と
を
意
味
す
る
。

物
語
内
及
び
単
行
本
刊
行
時
の
時
局
に
対
応
さ
せ
る
な
ら
ば
、
目
下
日

本
軍
は
彼
の
地
を
占
領
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
地
続
き
に
あ
っ

た
帝
国
日
本
の
植
民
地
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
彼
女
が
移
住
す
る
こ
と
も
、
ま

た
あ
り
得
た
事
態
と
い
え
る
。
テ
ク
ス
ト
内
で
も
げ
ん
に
他
吉
の
隣
人
で

落
語
家
の

団
治
は
、
他
吉
の
死
の
間
際
に
慰
問
隊
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン

へ
旅
立
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
次
郎
は
君
枝
を
誘
っ
た
の
だ
。
二
人
は
他
吉

の
死
後
に
あ
っ
て
、
テ
ク
ス
ト
内
で
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
渡
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
そ
う
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
存
在
」
で
あ
る
と
同
時
に
、

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
渡
る
自
由
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
渡
ら
な
い
自
由
」
を
等
し

く
保
存
し
て
い
る
。
こ
の
選
択
可
能
性
は
、
誰
に
で
も
・
い
つ
で
も
あ
る

自
明
の
こ
と
の
よ
う
に
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
他
吉

の
欲
望
が
潰
え
た
と
き
に
は
じ
め
て
彼
ら
に
備
わ
る
権
能
で
あ
る
。
こ
の

二
者
の
う
ち
、
次
郎
は
「
渡
る
」
と
い
う
選
択
を
実
行
す
る
。
し
か
し
、

君
枝
は
次
郎
の
呼
び
か
け
に
応
答
し
た
か
ど
う
か
が
書
か
れ
な
い
と
い
う

形
で
、
可
能
的
な
存
在
で
在
り
続
け
る
。
そ
の
意
味
で
彼
女
は
次
郎
の
欲

望
す
な
わ
ち
他
吉
の
欲
望
を
テ
ク
ス
ト
上
で
無
効
化
し
つ
つ
も
、

フ
ィ

リ
ピ
ン

を
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
存
在
と
な
る
。
で
は
、
そ
の
場
合

の

フ
ィ
リ
ピ
ン

と
は
一
体
何
を
指
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

再
度
確
認
す
る
と
、
三
人
は
三
様
の
意
味
の
再
編
を

フ
ィ
リ
ピ
ン

に
対
し
て
為
し
た
。
他
吉
は
苦
い
記
憶
を
消
去
し
、
ま
た
欲
望
の
結
晶
化

を
果
た
し
、
後
に
連
な
る
君
枝
は
自
分
の
血
脈
を
確
認
す
る
記
号
を
、
ま

た
次
郎
は
新
太
郎
と
の
相
似
を
確
認
す
る
記
号
を
そ
れ
ぞ
れ
創
出
し
た
。

各
自
の
作
業
を
通
し
て
差
異
を
生
み
出
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
な
お

フ

ィ
リ
ピ
ン

と
い
う
場
が
彼
ら
を
ひ
と
連
な
り
に
で
き
た
の
は
、
彼
ら
の

間
で
共
通
の
記
憶
、
共
通
の
幻
視
が
成
立
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
く
、
他

吉
が
記
憶
を
繰
り
返
し
言
語
化
し
た
こ
と
で
堅
牢
な
生
の
規
範
を
構
築

し
、
そ
れ
が
伝
播
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
君
枝
と
次
郎
が
そ
れ
を
手
に

し
、
ま
た
君
枝
が
テ
ク
ス
ト
内
で

フ
ィ
リ
ピ
ン

に
関
す
る
可
能
体
で

在
り
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
吉
の
尽
き
ぬ
夢
と
し
て
の

フ
ィ
リ
ピ

ン

が
そ
の
特
権
的
な
欲
望
の
内
容
を
奪
わ
れ
た
時
、
次
の
こ
と
が
明
か

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
永
遠
に
見
え
な
い
土
地

フ
ィ
リ
ピ

ン

は
、
非
在
で
あ
り
つ
つ
、
一
般
的
な
案
内
記
や
見
聞
記
に
表
れ
る
よ

う
な
内
閉
し
た
有
機
体
と
し
て
想
像
さ
れ
る
こ
と
を
解
除
さ
れ
、
連
帯
の

記
号
と
し
て
他
者
間
に
共
有
さ
れ
得
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
の
で
あ

る
。『
わ
が
町
』
は
、
人
が
土
地
に
対
し
て
何
ら
か
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く

こ
と
自
体
が
固
有
の
生
、
あ
る
い
は
複
数
の
生
に
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る

か
、
ま
た
、
あ
る
特
定
の
土
地
が
人
と
人
と
の
間
に
共
有
さ
れ
る
そ
の
在

り
方
を
、
シ
ン
プ
ル
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
や
集
合
的
記
憶
と
は
異
な
る
論
理

で
形
象
化
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

注１
）

以
下
全
て
杉
山
宛
書
簡
は
『
織
田
作
之
助
全
集
第
八
巻
』（
文
泉
堂
出
版
、

昭
和
五
十
一
年
四
月
）
に
よ
る
。

２
）

な
お
、『
わ
が
町
』
と
先
行
す
る
各
作
品
の
対
応
箇
所
に
つ
い
て
は
、
宮
川

康
が
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。（「
織
田
作
之
助
の
「
わ
が
町
」
に
つ
い

て
」（「
日
本
近
代
文
学
」
73

平
成
十
七
年
十
月
））

３
）

作
品
解
題
」（『
織
田
作
之
助
全
集
第
三
巻
』
文
泉
堂
出
版
、
昭
和
五
十
一

年
四
月
）
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４
）
『「
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
移
民
」
の
虚
像
と
実
像
｜
近
代
日
本
・
東
南
ア
ジ
ア
関
係
史

の
一
考
察
｜
』（
同
文
舘
出
版
、
平
成
元
年
十
一
月
二
十
四
日
）

５
）

早
瀬
は
昭
和
六
十
二
年
六
月
七
日
、
鹿
児
島
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
「
棄
て

ら
れ
た
民

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
道

」
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
引

用
し
て
い
る
。

６
）

回
顧
談
に
つ
い
て
は
雑
誌
「
海
を
越
え
て
」
昭
和
十
四
年
十
二
月
号
で
特
集

が
組
ま
れ
て
い
る
。「
海
を
越
え
て
」
は
財
団
法
人
日
本
拓
殖
協
会
が
発
行
。

編
集
後
記
に
あ
る
誌
友
募
集
の
告
知
で
は
、「
雑
誌
「
海
を
越
え
て
」
は
、
外

地
及
び
海
外
の
実
情
を
平
易
簡
明
に
叙
述
し
た
月
刊
雑
誌
で
、
国
民
海
外
発
展

の
指
針
と
し
て
、
最
適
の
も
の
た
る
こ
と
を
確
信
し
ま
す
」
と
あ
る
。
記
事
に

な
る
国
や
地
域
に
は
、
所
謂

南
方

だ
け
で
は
な
く
満
州
や
タ
イ
と
い
っ
た

大
東
亜
共
栄
圏
に
包
含
さ
れ
る
国
、
ま
た
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ
ル
ー
な
ど
南
米
や
ハ

ワ
イ
と
い
っ
た
日
本
人
移
民
の
多
く
い
る
地
域
も
あ
り
、
管
見
の
か
ぎ
り
情
報

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
特
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

７
）

作
品
解
題
」（『
織
田
作
之
助
全
集
第
三
巻
』
文
泉
堂
出
版
、
昭
和
五
十
一

年
四
月
）

８
）

他
に
は
、
①
隣
人
・

団
治
の
見
舞
い
の
言
葉
に
対
す
る
「
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の

他
あ
や
ん
は
敲
き
殺
し
て
も
死
な
へ
ん
ぞ
」、
②
オ
ト
ラ
と
の
婚
姻
の
勧
め
に

対
す
る
「
わ
い
も
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
あ
や
ん
と
呼
ば
れ
た
男
や
。
孫
ひ
と
り
よ

う
満
足
に
育
て
る
こ
と
が
出
来
ん
さ
か
い
、
や
や
こ
し
い
婆
さ
ん
を
後
妻
に
入

れ
た
と
思
わ
れ
て
は
、
げ
ん
く
そ
が
わ
る
い
」、
③
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
渡
航
が

老
齢
の
た
め
難
し
い
と
言
わ
れ
た
際
の
「
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
他
あ
や
ん
が
比
律
賓

へ
行
け
ん
法
が
あ
る
か
い
」
と
い
っ
た
箇
所
が
挙
げ
ら
れ
る
。

〔
付
記
〕

『
わ
が
町
』
本
文
の
引
用
は
す
べ
て
『
定
本
織
田
作
之
助
全
集

第
三
巻
』（
文
泉

堂
書
店
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
）
を
用
い
た
。
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『
わ
が
町
』
本
文
と
③
野
村
『
ダ
バ
オ
の
父

太
田
恭
三
郎
』、
④
渡
邊
『
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
図
説
』
と
の
対
応
箇
所
（
尾
崎
）

全
集

頁
数

『
わ
が
町
』
本
文

③
野
村
愛
正
『
ダ
バ
オ
の
父

太
田
恭
三
郎
』

④
渡
邊
薫
『
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
図
説
』

2
上

起
工
後
足
掛
け
三
年
目
の
明
治
三
十
五
年
の
七
月
に
、

七
十
万
ド
ル
の
予
算
を
す
っ
か
り
使
い
果
し
て
な
お
工

事
の
見
込
み
が
立
た
ぬ
い
い
わ
け
め
い
て
、

着
手
し
て
二
年
足
ら
ず
の
間
に
七
十
五
萬
ド
ル
も
つ
か

つ
た
上
に
工
事
の
見
こ
み
が
立
た
な
い
と
い
ふ
（
p.

75
）

該
当
箇
所
な
し

2
上

…
…
山
腹
は
頗
る
傾
斜
が
急
で
、
お
ま
け
に
巨
巌
は

わ
だ
か
ま
り
、
大
樹
が
茂
っ
て
、
時
に
は
数
百
メ
ー
ト

ル
も
下
っ
て
工
事
の
基
礎
地
点
を
発
見
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
場
所
に
ひ
と
た
び
鶴
嘴

を
入
れ
る
や
、
必
ら
ず
上
部
に
地
滑
り
が
起
り
、
し
だ

い
に
亀
裂
を
生
じ
て
、
遂
に
は
こ
れ
が
数
千
メ
ー
ト
ル

に
も
及
ぶ
始
末
で
あ
る
…
…
」

山
腹
は
す
こ
ぶ
る
傾
斜
が
急
で
、
巨
巖
は
わ
だ
か
ま

り
、
大
樹
が
茂
つ
て
、
時
に
は
数
百
米
も
下
つ
て
工
事

の
基
礎
地
点
を
発
見
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か

も
、
さ
う
し
た
場
所
に
一
度
鶴
嘴
を
入
れ
ゝ
ば
、
必
ず

上
部
に
地
滑
り
が
起
り
、
し
だ
い
に
亀
裂
を
生
じ
て
、

つ
ひ
に
は
こ
れ
が
数
千
米
に
も
及
ぶ
。（
p.
75
）

該
当
箇
所
な
し

2
下

も
っ
て
工
事
の
至
難
さ
を
知
る
べ
し
と
い
う
技
師
長
の

報
告
が
、
米
本
国
の
議
会
へ
送
ら
れ
た
時
に
は
、
土
民

の
比
律
賓
人
を
は
じ
め
、
米
人
・
支
那
人
・
露
西
亜

人
・
西
班
牙
人
等
人
種
を
問
わ
ず
狩
り
集
め
ら
れ
て
い

た
千
二
百
名
の
人
夫
は
、
五
メ
ー
ト
ル
の
工
事
に
平
均

一
人
ず
つ
の
死
人
が
出
る
と
い
う
惨
状
に
お
ど
ろ
い

て
、
一
人
残
ら
ず
逃
げ
だ
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

▽
同
年
（
明
治
三
五
（1902

）
年
｜
引
用
者
注
）
七

月
、
技
師
長
が
委
員
会
に
報
告
し
た
（
p.
75
）

該
当
箇
所
な
し

▽
翌
年
（
明
治
三
十
四
（1901

）
年
｜
引
用
者
注
）
八

月
、
工
事
技
師
を
取
り
か
へ
る
と
同
時
に
、
今
ま
で
使

つ
て
ゐ
た
一
千
人
の
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
人
の
人
夫
を
半
分

に
へ
ら
し
て
新
し
く
支
那
人
五
百
名
を
入
れ
、
さ
ら
に

白
人
（
お
も
に
ア
メ
リ
カ
人
、
イ
ス
パ
ニ
ヤ
人
、
ロ
シ

ア
人
）
二
百
名
を
く
は
え
て
、
総
勢
一
千
二
百
名
を
し

て
日
々
工
事
を
い
そ
が
せ
だ
し
た
。（
p.
74
）

▽
距
離
に
割
つ
て
計
算
す
る
と
、
五
六
米
の
間
に
一
人

づ
ゝ
の
亡
骸
が
埋
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
な
る
。（
p.

96
）

▽
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
人
や
支
那
人
は
、
み
ん
な
お
そ
れ
を

な
し
て
逃
げ
て
し
ま
つ
た
（
p.
86
）

2
下

工
事
監
督
が
更
迭
し
て
、
百
万
ド
ル
の
予
算
が
追
加
さ

れ
た
。
新
任
の
ケ
ノ
ン
少
佐
は
さ
す
が
に
こ
れ
ら
の
人

ま
た
〳
〵
本
国
政
府
に
申
請
し
て
一
百
萬
ド
ル
の
予
算

を
も
ら
つ
た
。
こ
れ
に
力
を
え
て
、
ケ
ノ
ン
と
い
ふ
陸

該
当
箇
所
な
し
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種
の
恃
む
に
足
ら
ぬ
の
を
悟
っ
た
の
か
、
マ
ニ
ラ
の
日

本
領
事
館
を
訪
問
し
て
、
邦
人
労
働
者
の
供
給
を
請
う

た
。

軍
少
佐
を
新
し
く
主
任
と
し
て
工
事
の
監
督
を
命
じ

た
。（
p.
76
）

2
下

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ヤ
を
開
拓
し
た
日
本
人
の
忍
耐
と
努
力

を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
工
事
を
完
成
さ
せ
る
の
は
、
カ
リ
ホ
ル
ニ
ヤ
の

荒
野
を
花
園
と
し
、
日
清
戦
争
に
見
事
に
勝
つ
た
、
あ

の
勤
勉
で
ね
ば
り
強
い
日
本
人
の
ほ
か
に
世
界
中
に
は

な
い
。」／
と
い
ひ
だ
し
た
（
p.
76
）

該
当
箇
所
な
し

2
下

領
事
代
理
の
岩
谷
書
記
は
神
戸
渡
航
合
資
会
社
の
稲
葉

卯
三
郎
を
ケ
ノ
ン
少
佐
に
推
薦
し
た
。
稲
葉
卯
三
郎
が

通
訳
長
尾
房
之
助
を
帯
同
、
政
庁
を
訪
れ
る
と
、
ケ
ノ

ン
少
佐
は
移
民
法
に
抵
触
し
て
は
な
ら
ぬ
か
ら
と
口
頭

契
約
で
、
人
夫
九
百
名
、
石
工
千
名
、
人
夫
頭
二
十

名
、
通
訳
二
名
、
合
計
千
九
百
二
十
二
名
の
労
働
者
の

供
給
を
申
込
ん
だ
。

ケ
ノ
ン
は
｜
引
用
者
注
）
そ
の
年
（
明
治
三
十
五

（1902

）
年
｜
引
用
者
注
）
の
六
月
十
八
日
、
日
本
領

事
館
を
通
じ
て
斡
旋
を
た
の
み
、
神
戸
渡
航
会
社
（
手

数
料
を
と
つ
て
移
民
の
世
話
を
す
る
会
社
）
の
代
理
人

稲
葉
卯
三
郎
と
の
間
に
、
大
体
次
の
や
う
な
契
約
を
し

た
。／
⑴
人
夫
九
百
名
。
石
工
一
百
名
。
人
夫
取
締
二

十
名
。
合
計
一
千
二
十
名
。／
給
料
は
、
人
夫
日
給
一

ペ
ソ
二
十
五
セ
ン
ト
。
石
工
同
二
ペ
ソ
。
取
締
同
二
ペ

ソ
五
十
セ
ン
ト
。／
ほ
か
に
、
通
訳
月
給
百
八
十
ペ
ソ

と
百
ペ
ソ
の
二
名
。／
⑵
食
事
、
宿
舎
、
医
薬
等
は
す

べ
て
官
費
。／
⑶
第
一
回
の
移
民
は
九
月
三
十
日
ま
で

に
マ
ニ
ラ
に
到
着
の
こ
と
。
二
回
以
後
は
、
人
数
の
ま

と
ま
り
次
第
月
々
移
入
す
る
。／
⑷
労
働
は
一
日
中
時

間
。
契
約
一
ヶ
年
。（
p.
77
）

時
の
領
事
代
理
岩
谷
書
記
生
は
、
神
戸
渡
航
合
資
会
社

の
稲
葉
卯
三
郎
氏
を
推
薦
、
同
氏
は
通
訳
長
尾
房
之
助

氏
を
伴
ふ
て
政
庁
に
ケ
ノ
ン
少
佐
を
訪
れ
た
が
、
ケ
少

佐
は
移
民
法
に
接
触
す
る
事
が
あ
つ
て
は
い
け
な
い

と
、
単
に
口
頭
契
約
で
大
略
次
の
や
う
な
人
夫
の
供
給

を
申
し
込
ん
だ
。／
人
夫

九
〇
〇
名

石
工

一
〇

〇
名

人
夫
頭

二
〇
名
／
通
訳

二
名

合
計

一

〇
二
二
名
（
p.
54
）

2
上

日
給
は
道
路
人
夫
一
ペ
ソ
二
十
五
セ
ン
ト
、
石
工
二
ペ

ソ
、
人
夫
頭
二
ペ
ソ
五
十
セ
ン
ト
、
通
訳
は
月
給
で
百

八
十
ペ
ソ
と
百
ペ
ソ
、
労
働
時
間
は
十
時
間
、
食
事
及

び
宿
舎
は
官
費
で
病
気
の
者
は
官
営
病
院
で
無
料
治
療

2
上

第
一
回
の
移
民
船
香
港
丸
が
百
二
十
五
名
の
労
働
者
を

乗
せ
て
、
マ
ニ
ラ
に
入
港
し
た
の
は
明
治
三
十
六
年
十

月
十
六
日
で
あ
っ
た
。

十
月
十
六
日
、
第
一
回
移
民
百
二
十
五
人
が
東
洋
汽
船

香
港
丸
で
に
ぎ
や
か
に
マ
ニ
ラ
に
到
着
し
た
。（
p.
79
）

該
当
箇
所
な
し

2
上

股
引
、
腹
掛
、
脚
絆
に
草
鞋
ば
き
、
ね
じ
鉢
巻
き
の
者

も
い
て
、
焼
け
だ
さ
れ
た
よ
う
な
薄
汚
い
不
気
味
な
恰

好
で
上
陸
し
た
姿
を
見
て
、
白
人
や
比
律
賓
人
は
何
か

ぎ
ょ
っ
と
し
、
比
人
労
働
組
合
は
同
志
を
糾
合
し
て
排

斥
運
動
を
は
じ
め
、
英
字
新
聞
も
日
清
戦
争
の
勇
士
が

比
律
賓
占
領
に
上
陸
し
た
と
書
き
立
て
た
。

▽
こ
の
時
の
行
列
は
見
も
の
で
、
股
引
、
腹
掛
、
脚
絆

に
草
鞋
ば
き
、
中
に
は
ね
ぢ
鉢
巻
も
ま
じ
つ
て
、
住
民

に
眼
を
見
は
ら
せ
て
ど
う
〴
〵
と
異
郷
の
地
を
ね
つ
て

行
く
の
だ
。（
p.
80
）

第
一
回
の
移
民
船
香
港
丸
が
一
二
五
名
の
労
働
者
を
乗

せ
て
明
治
三
十
六
年
十
月
十
六
日
に
マ
ニ
ラ
に
入
港
、

翌
日
無
事
上
陸
し
た
が
、
其
服
装
た
る
や
関
東
大
震
災

の
避
難
者
以
上
で
あ
つ
た
と
い
ふ
の
だ
か
ら
す
ご
い
、

英
字
新
聞
は
素
よ
り
比
人
労
働
組
合
も
同
志
を
糾
合
し

て
邦
人
排
斥
の
声
は
高
く
な
つ
た
。（
p.
56
）

▽
自
分
た
ち
（
白
人
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
｜
引
用
者
注
）
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の
職
場
の
荒
ら
さ
れ
る
の
を
心
配
し
て
、／

あ
れ
は
ほ

ん
た
う
の
日
本
の
労
働
者
で
は
な
い
。
日
清
戦
争
の
勇

士
が
ば
け
て
来
た
ん
だ
。」／

今
に
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
は

日
本
に
占
領
さ
れ
る
！
」／
な
ど
と
、
ま
る
で
あ
り
も

し
な
い
流
言
を
ふ
れ
て
ま
は
る
。
そ
の
あ
と
に
つ
い
て

労
働
者
組
合
が
躍
起
と
な
つ
て
排
斥
運
動
を
は
じ
め
、

新
聞
も
さ
か
ん
に
日
本
人
の
悪
口
を
書
い
て
、
一
時
は

ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の
騒
ぎ
に
な
つ
た
。

（
p.
80
）

2
上

百
二
十
五
名
の
移
民
は
マ
ニ
ラ
で
二
日
休
養
の
の
ち
、

が
た
が
た
の
軽
便
鉄
道
で
ダ
グ
バ
ン
ま
で
行
き
、
そ
こ

か
ら
徒
歩
で
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
の
山
道
へ
向
っ
た
。

移
民
は
｜
引
用
者
注
）
タ
グ
パ
ン
ま
で
は
が
た
〴
〵

汽
車
で
、
そ
れ
か
ら
歩
い
て
勇
躍
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
に
向
か

つ
た
。（
p.
80
）

該
当
箇
所
な
し

2
上

ま
ず
牛
車
を
雇
っ
て
荷
物
を
積
み
込
み
、
そ
し
て
道
な

き
山
を
分
け
進
ん
だ
が
、
も
と
よ
り
旅
館
は
な
く
日
が

暮
れ
る
と
、
ご
ろ
り
と
野
宿
し
て
避
難
民
め
い
た
。／

鍋
釜
が
な
い
ゆ
え
、
飯
は
炊
け
ず
、
持
っ
て
来
た
パ
ン

は
お
お
か
た
蟻
に
食
い
荒
ら
さ
れ
て
お
ま
け
に
ひ
ど
い

蚊
だ
。

牛
車
（
カ
ル
ト
ン
）
を
雇
つ
て
荷
物
を
積
み
こ
ん
で
山

を
分
け
は
じ
め
た
が
、
も
と
よ
り
途
中
に
旅
館
な
ど
の

あ
ら
う
筈
は
な
い
。
日
が
暮
れ
る
と
路
傍
の
地
上
に
ご

ろ
り
と
横
に
な
つ
て
猛
烈
な
蚊
に
せ
め
ら
れ
、
お
ま
け

に
鍋
釜
が
な
い
の
で
飯
は
炊
け
ず
、
持
参
の
パ
ン
は
蟻

に
や
ら
れ
て
だ
め
に
な
る
と
い
ふ
有
様
で
、
第
一
歩
か

ら
早
く
も
い
ひ
や
う
も
な
い
困
難
に
襲
は
れ
た
。（
p.

81
）

該
当
箇
所
な
し

2
下

彼
等
は
綱
で
か
ら
だ
を
縛
っ
て
、
絶
壁
を
下
り
て
行
っ

た
。／
そ
し
て
、
中
腹
の
岩
に
穴
を
う
が
ち
、
爆
薬
を

仕
掛
け
る
の
だ
。
点
火
と
同
時
に
、
綱
を
た
ぐ
っ
て
急

い
で
攀
じ
登
る
。
と
た
ん
に
爆
音
が
耳
に
割
れ
て
、
岩

石
が
飛
び
散
り

断
崖
に
取
組
む
人
た
ち
は
、
み
な
綱
で
自
分
の
か
ら
だ

を
ゆ
は
へ
て
下
つ
て
行
つ
た
。
そ
し
て
中
腹
の
岩
に
穴

を
う
が
ち
、
そ
こ
に
爆
薬
を
し
か
け
て
、／

お
ゝ
い
、

い
ゝ
か
、
や
る
ぞ
！
」／
爆
音
が
あ
た
り
に
反
響
し
て
、

大
小
無
数
の
岩
石
が
飛
沫
の
や
う
に
と
び
散
る
。（
p.

82
）

該
当
箇
所
な
し

2
下

十
一
月
に
は
コ
レ
ラ
で
八
人
と
ら
れ
た
。

該
当
箇
所
な
し

明
治
三
十
六
年
の
十
一
月
に
コ
レ
ラ
の
た
め
七
名
は
遂

に
尊
い
人
柱
と
な
り
（
p.
59
）

2
上

マ
ニ
ラ
鉄
道
会
社
や
マ
ラ
ン
ガ
ス
・
バ
タ
ア
ン
等
の
炭

該
当
箇
所
な
し

マ
ニ
ラ
鉄
道
会
社
に
雇
は
れ
る
も
の
、
兵
舎
建
築
の
雑
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鉱
へ
雇
わ
れ
た
少
数
を
除
き
、

役
夫
、
マ
ラ
ン
ガ
ズ
、
バ
タ
ア
ン
等
の
炭
工
夫
に
入
つ

た
も
の
も
あ
る
。（
p.
58
）

2
上

一
ペ
ソ
は
一
円
に
当
る
。

一
ペ
ソ
は
日
本
の
ほ
ぼ
一
円
で
、
当
時
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン

人
の
日
給
は
五
十
セ
ン
ト
だ
つ
た
（
p.
78
）

該
当
箇
所
な
し

2
上

宿
舎
と
い
う
の
は
、
竹
の
柱
に
草
葺
の
屋
根
で
、
土
間

に
は
一
枚
の
敷
物
も
な
く
、
丸
竹
の
棚
を
並
べ
て
、
そ

れ
が
寝
台
だ
。
蒲
団
も
な
く
、
ま
る
で
豚
小
屋
で
あ
っ

た
。

そ
れ
は
人
間
の
住
居
で
は
な
い
。
日
本
の
豚
小
屋

い
や
、
も
つ
と
ひ
ど
か
つ
た
。／
竹
の
柱
に
、
草
葺
の

屋
根
は
い
い
と
す
る
。
土
間
に
は
一
枚
の
敷
物
も
な

く
、
ま
は
り
に

棚
の
や
う
に
七
十
糎
お
き
く
ら
ゐ
に

丸
竹
の
棚
が
幾
段
も
取
り
つ
け
ら
れ
て
あ
る
。
こ
れ
が

寝
台
な
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
蒲
団
な
ど
の
あ
る
筈
も
な

い
。（
p.
83
）

該
当
箇
所
な
し

2
上

虫
の
喰
滓
の
よ
う
な
比
島
米
で
、
お
ま
け
に
鍋
も
釜
も

な
い
ゆ
え
、
石
油
鑵
で
炊
く
の
だ
が
、
底
が
こ
げ
つ
い

て
も
、
上
の
方
は
生
米
の
ま
ま
、
一
日
一
人
当
り
一
ポ

ン
ド
四
分
ノ
三
と
い
う
約
束
の
量
も
疑
わ
し
い
。

そ
れ
に
、
食
物
だ
。
な
る
ほ
ど
、
米
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン

米
が
来
る
が
、
鍋
も
釜
も
な
い
の
で
、
せ
ん
か
た
な
く

石
油
鑵
で
飯
を
炊
く
。
と
こ
ろ
が
、
底
は
こ
げ
つ
い
て

も
、
な
か
ご
ろ
は
ま
だ
じ
く
じ
く
し
て
、
上
の
方
は
米

の
ま
ゝ
で
あ
る
（
p.
83
）

食
事
は
一
日
一
人
当
り
比
島
米
一
封
度
四
分
三
、（
略
）

そ
の
比
律
賓
米
と
来
た
ら
、
今
頃
東
京
辺
に
配
給
さ
れ

る
赤
米
所
の
騒
ぎ
で
は
な
い
。
よ
い
所
は
虫
が
喰
べ
た

其
滓
で
、
飯
の
形
こ
そ
し
て
居
る
が
全
然
腹
ご
た
へ
が

な
か
つ
た
由
で
あ
る
。（
p.
58
）

2
上

副
食
物
は
牛
肉
又
は
豚
肉
半
斤
、
玉
葱
又
は
そ
の
他
の

野
菜
若
干
量
と
い
う
約
束
の
と
こ
ろ
を
、
二
三
尾
の
小

鰯
に
、
十
日
に
一
度
、
茄
子
が
添
え
ら
れ
る
だ
け
で
あ

っ
た
。

副
食
物
と
い
へ
ば
二
三
尾
の
小
鰯
が
あ
た
へ
ら
れ
る
だ

け
で
、
野
菜
の
や
う
な
も
の
は
見
た
く
も
な
か
つ
た
。

（
p.
83
）

牛
肉
又
は
豚
肉
半
斤
、
魚
肉
半
斤
、
玉
葱
又
は
其
他
の

野
菜
若
干
量
と
い
ふ
事
に
な
つ
て
居
る
か
ら
、
量
が
間

違
ひ
な
く
支
給
さ
れ
た
ら
誰
一
人
不
平
を
唱
へ
る
も
の

も
居
な
い
の
だ
が
、
肉
半
斤
は
お
ろ
か
虫
眼
鏡
で
探
さ

な
け
れ
ば
見
当
ら
な
い
や
う
な
細
片
が
た
ま
に
あ
る
位

の
も
の
、
魚
は
カ
ラ
カ
ラ
の
塩
鰯
が
一
尾
か
二
尾
、
野

菜
は
三
度
三
度
茄
子
ば
か
り
（
p.
58
）

2
上

雨
期
に
な
る
と
、
早
朝
か
ら
濡
れ
鼠
の
ま
ま
十
時
間
働

い
て
く
た
く
た
に
疲
れ
た
か
ら
だ
で
、
着
が
え
も
せ
ず

死
ん
だ
よ
う
に
な
っ
て
丸
竹
の
寝
台
に
横
た
わ
り
、
一

晩
中
蚊
に
食
わ
れ
て
い
る
と
い
う
状
態

雨
期
な
ど
は
朝
か
ら
濡
れ
鼠
の
ま
ま
十
時
間
も
働
い

て
、
夕
方
に
な
つ
て
く
た
〳
〵
に
疲
れ
て
帰
つ
て
来
る

と
、
着
の
み
着
の
ま
ゝ
丸
竹
の
寝
床
に
ご
ろ
り
と
眠
る

の
だ
。
一
晩
中
蚊
に
刺
さ
れ
ど
ほ
し
の
上
、
避
暑
都
市

を
建
設
し
よ
う
と
す
る
土
地
だ
け
あ
つ
て
、
明
け
方
の

寒
さ
は
骨
身
に
沁
み
と
ほ
る
。（
p.
84
）

該
当
箇
所
な
し
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2
下

三
十
七
年
の
七
、
八
、
九
の
三
ヵ
月
間
に
脚
気
の
た
め

に
死
ん
だ
者
が
九
十
三
人
で
あ
っ
た
。
平
均
一
日
に
一

人
の
割
合
で
あ
る
。
な
お
、
マ
ラ
リ
ヤ
、
コ
レ
ラ
、
赤

痢
で
死
ぬ
者
も
無
論
多
か
っ
た
。

該
当
箇
所
な
し

大
体
風
土
病
と
し
て
は
マ
ラ
リ
ヤ
を
挙
げ
る
位
の
も
の

で
あ
る
が
、
脚
気
や
、
赤
痢
、
コ
レ
ラ
と
い
ふ
も
の
が

却
つ
て
多
く
三
十
七
年
七
、
八
、
九
の
三
箇
月
間
に
脚

気
の
た
め
死
ん
だ
も
の
九
三
人
と
い
ふ
記
録
だ
か
ら
、

食
料
の
配
給
が
ど
う
で
あ
つ
た
か
を
窺
ひ
得
る
だ
ら

う
。（
p.
59
）

2
下

赤
痢
に
も
キ
ナ
エ
ン
を
服
ま
さ
れ
た
。
な
お
、
病
院
で

食
べ
さ
せ
ら
れ
る
粥
は
米
虫
の
死
骸
で

病
人
は
契
約
ど
ほ
り
病
院
へ
送
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
の

病
院
が
ま
た
全
く
の
無
責
任
と
で
た
ら
め
で
、
食
べ
さ

せ
る
粥
は
米
蟲
の
死
骸
で
い
つ
ぱ
い
、
お
ま
け
に
赤
痢

と
わ
か
つ
て
ゐ
る
病
人
に
さ
へ
キ
ニ
ー
ネ
（
マ
ラ
リ
ヤ

の
薬
）
ば
か
り
服
ま
せ
て
ゐ
た
と
い
ふ
の
だ
。（
p.
84
）

該
当
箇
所
な
し

2
下

鶴
田
組
の
三
百
名
は
と
う
と
う
人
夫
頭
と
い
っ
し
ょ
に

山
を
下
っ
て
し
ま
っ
た
。

該
当
箇
所
な
し

金
も
ほ
し
い
し
名
も
ほ
し
い
が
、
命
あ
つ
て
の
も
の
種

だ
と
、
鶴
田
某
の
監
督
し
て
居
る
労
働
者
三
〇
〇
名
は

遂
に
就
業
を
断
念
、
人
夫
頭
と
共
に
山
を
下
つ
た
が
、

待
遇
改
善
の
和
議
が
成
立
し
て
従
来
通
り
の
工
事
を
続

け
る
事
に
な
つ
た
や
う
な
出
来
事
も
あ
つ
た
。（
p.
59
）

2
下

マ
ラ
バ
ト
・
ナ
バ
ト
の
兵
営
建
築
工
事
か
、
キ
ャ
ビ
テ

軍
港
の
石
炭
揚
げ
よ
り
ほ
か
に
な
く
、
日
給
は
わ
ず
か

に
八
十
セ
ン
ト
で
、
う
ち
三
十
五
セ
ン
ト
の
食
費
を
差

し
引
か
れ
る
よ
う
で
は
お
話
に
な
ら
ず
、
ま
た
、
比
律

賓
人
の
空
家
に
は
い
り
こ
ん
で
自
炊
し
な
が
ら
の
煎
餅

売
り
も
乞
食
め
く
。

▽
マ
ラ
バ
ト
・
ナ
バ
ト
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
建
築
中
だ
つ

た
兵
営
の
仕
事
に
三
百
名
、
キ
ャ
ビ
テ
軍
港
の
石
炭
揚

げ
人
夫
に
百
名
ほ
ど
行
つ
た
が
、
日
給
は
わ
づ
か
八
十

セ
ン
ト
で
、
そ
の
中
か
ら
食
費
三
十
五
セ
ン
ト
を
引
か

れ
る
の
で
話
に
な
ら
な
い
。（
p.
88
）

該
当
箇
所
な
し

▽
そ
の
こ
ろ
、
や
は
り
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
を
下
り
て
来
た
数

人
の
も
の
が
、
旅
館
に
泊
る
金
も
な
い
の
で
、
フ
ィ
リ

ッ
ピ
ン
人
の
空
家
に
は
い
り
こ
ん
で
自
炊
を
し
な
が

ら
、
煎
餅
な
ど
を
売
り
歩
い
て
乞
食
の
や
う
な
暮
し
を

つ
ゞ
け
て
ゐ
た
。（
p.
88
）

2
下

関
西
移
民
組
合
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
と
い
う
佐
渡
島

他
吉
が

該
当
箇
所
な
し

明
治
三
十
七
年
中
の
移
民
割
当
は
次
の
通
り
で
あ
つ

た
。／
海
外
渡
航
会
社
四
六
一
名
（
中
略
）
此
の
外
に

は
山
陽
、
中
国
、
東
京
、
防
長
、
関
西
等
の
移
民
組
合
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も
あ
つ
た
。（
p.
57
）

2
上

サ
ノ
サ
節
で
、／

一
つ
に
は
、
光
り
か
が
や
く
日
本

国
、
日
本
の
光
を
増
さ
ん
ぞ
と
、
万
里
荒
浪
ね
、
い
と

い
な
く
、
マ
ニ
ラ
国
へ
と
お
も
む
い
た
」

そ
の
こ
ろ
、
み
ん
な
の
間
で
よ
く
唄
は
れ
た
サ
ノ
サ
節

と
い
ふ
歌
に
、／
一
つ
に
は
、
光
り
か
ゞ
や
く
日
本
国
、

日
本
の
光
を
増
さ
ん
ぞ
と
、
萬
里
荒
波
ね
、
い
と
ひ
な

く
、
マ
ニ
ラ
国
へ
と
お
も
む
い
た
。／
五
つ
に
は
、
い

つ
か
マ
ニ
ラ
で
大
金
儲
け
、
日
本
国
に
と
送
ら
ん
せ
、

思
へ
ば
軽
き
ね
、
身
の
難
儀
、
ど
ん
な
辛
苦
も
苦
に
や

な
ら
ぬ
。／
な
ど
と
い
ふ
の
が
あ
る
。（
p.
86
）

該
当
箇
所
な
し

2
上

三
十
七
年
の
十
月
の
或
る
夜
、
暴
風
雨
が
来
て
、
バ
ギ

オ
と
は
西
班
牙
語
で
暴
風
の
こ
と
だ
と
思
い
だ
し
た
途

端
に
、
小
屋
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
道
路
は
崩
れ
て
、
橋

も
流
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
腑
抜
け
ず
、
ぶ
る
ぶ
る
ふ
る

え
な
が
ら
夜
を
明
か
す
と
、
死
骸
を
埋
め
た
足
で
早
速

工
事
場
へ
濡
れ
鼠
の
姿
を
、
首
垂
れ
て
現
わ
し
た
。

▽
バ
ギ
オ
と
い
ふ
の
は
イ
ス
パ
ニ
ヤ
語
の
暴
風
の
意
味

だ
。（
p.
72
）

該
当
箇
所
な
し

▽
一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
年
）
十
月
の
あ
る
夜
、

こ
ゝ
に
お
そ
ろ
し
い
大
あ
ら
し
が
お
そ
ひ
か
ゝ
つ

た
。／
車
軸
を
流
す
ほ
ど
の
風
雨
は
、
山
肌
を
洗
つ
て

幾
十
も
の
瀧
を
つ
く
つ
た
。
小
屋
と
い
ふ
小
屋
は
、
残

ら
ず
底
知
れ
ぬ
絶
壁
の
下
へ
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。／
苦

心
の
道
路
は
、
ず
た
〴
〵
に
切
り
き
ざ
ま
れ
る
や
う
に

崩
れ
た
。
橋
も
全
部
壊
れ
た
。／
夜
を
震
へ
な
が
ら
明

か
し
た
同
胞
は
、
翌
日
に
な
る
と
、
ま
た
た
く
さ
ん
の

新
し
い
墓
穴
を
堀

マ
マ
）ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
数

へ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
負
傷
者
と
、
長
い
時
間
を
雨
に
う

た
れ
て
ゐ
た
た
め
急
に
増
え
て
来
た
病
人
は
、
屋
根
も

な
い
野
天
の
あ
そ
こ
こ
ゝ
に
枕
を
な
ら
べ
て
烈
日
に
さ

ら
さ
れ
た
。（
p.
95
）

2
下

マ
ニ
ラ
の
キ
ャ
ッ
ポ
区
に
雑
貨
商
を
出
し
て
い
る
太
田

恭
三
郎
が
、
ア
メ
リ
カ
当
局
と
交
渉
し
て
、
ベ
ン
ゲ
ッ

ト
移
民
へ
の
食
料
品
納
入
を
請
負
い
、
味
噌
、
醬
油
、

沢
庵
、
梅
干
な
ど
を
送
っ
て
来
て
く
れ
た

▽
キ
ャ
ッ
ポ
区
の
角
か
ら
二
軒
目
に
雑
貨
商
を
出
し
て

ゐ
る
太
田
恭
三
郎
と
い
ふ
人
は
、
年
は
若
い
が
な
か

〳
〵
し
つ
か
り
し
て
ゐ
て
、
英
語
が
非
常
に
よ
く
で
き

る
と
い
ふ
こ
と
だ
。（
p.
89
）

該
当
箇
所
な
し

▽
ア
メ
リ
カ
当
局
も
は
じ
め
て

を
ぬ
い
で
、
そ
れ
で

は
君
が
食
物
を
納
入
し
て
は
ど
う
か
と
、
そ
の
権
利
を
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恭
三
郎
に
あ
た
へ
た
。（
p.
92
）

▽
お
ゝ
！

沢
庵
に
梅
干
！

日
本
人
に
と
つ
て
な
ん

と
い
ふ
な
つ
か
し
い
も
の
だ
ら
う
。
そ
れ
ば
か
り
で
は

な
い
。
味
噌
が
あ
る
、
醬
油
が
あ
る
、
鍋
や
釜
も
来
た

（
p.
94
）

2
下

千
五
百
名
の
邦
人
労
働
者
の
う
ち
六
百
名
を
超
え
る
犠

牲
者
が
あ
っ
た

こ
ゝ
で
働
い
た
わ
が
日
本
人
の
数
は
、
前
後
で
は
千
五

百
人
だ
と
い
は
れ
る
。
そ
の
半
ば
の
、
約
七
百
人
が
犠

牲
と
な
つ
て
た
ふ
れ
た
。（
p.
96
）

該
当
箇
所
な
し

2
上

皆
ん
な
、
ダ
バ
オ
の
麻
山
へ
働
き
に
行
け
！
」

恭
三
郎
は
躍
起
に
な
つ
て
、／

ダ
バ
オ
へ
行
け
、
ダ
バ

オ
へ
…
…
！
」／
と
、
声
を
か
ら
し
て
叫
び
つ
ゞ
け
、

先
輩
や
友
人
ま
で
動
員
し
て
説
い
て
ま
は
る
。
こ
の
熱

心
さ
に
耳
を
傾
け
た
と
い
ふ
よ
り
、
食
ふ
に
食
へ
な
く

な
つ
た
人
た
ち
が
、
ま
た
一
組
二
組
と
渡
つ
て
行
つ

た
。（
p.
1
）

該
当
箇
所
な
し

2
上

マ
ラ
リ
ヤ
の
た
ち
の
悪
さ
は
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
以
上
で

こ
ゝ
の
マ
ラ
リ
ヤ
は
非
常
に
た
ち
が
悪
か
つ
た
。（
中

略
）
キ
ニ
ー
ネ
一
服
飲
ま
せ
て
や
ら
う
に
も
医
者
も
ゐ

な
い
の
だ
。（
p.
1
）

該
当
箇
所
な
し

2
上

日
本
人
の
医
者
も
連
れ
て
行
く
、
味
噌
も
野
菜
も
送
っ

て
や
る

恭
三
郎
は
、
そ
の
同
じ
船
（
日
本
人
医
師
を
乗
せ
た
船

｜
引
用
者
注
）
で
、
米
や
、
小
豆
や
、
味
噌
、
醬
油
、

沢
庵
な
ど
も
送
つ
た
。（
p.
1
）

該
当
箇
所
な
し

2
上

マ
ニ
ラ
か
ら
ぼ
ろ
汽
船
で
二
十
日
近
く
掛
っ
て
ダ
バ
オ

に
つ
き
、
遠
く
の
森
か
ら
聴
え
て
来
る
バ
ゴ
ボ
族
の
不

気
味
な
ア
ゴ
ン
の
音
に
肝
を
ひ
や
し
な
が
ら

▽
小
さ
な
ぼ
ろ
汽
船
に
乗
り
こ
ん
だ
百
八
十
名
の
わ
が

第
一
回
の
移
民
た
ち
は
、
マ
ニ
ラ
か
ら
二
日
近
く
も

か
ゝ
つ
て
や
う
や
く
ダ
バ
オ
湾
に
は
い
つ
た
。（
p.
1
）

該
当
箇
所
な
し

▽

ダ
バ
オ
は
｜
引
用
者
注
）
山
奥
に
巣
く
ふ
蛮
人
バ

ゴ
ボ
族
や
、
海
岸
に
出
没
す
る
モ
ロ
族
の
ほ
か
、
働
く

人
間
は
ま
る
で
ゐ
な
い
。（
p.
1
）

▽

バ
ゴ
ボ
族
の
人
間
狩
り
の
後
｜
引
用
者
注
）
さ
か

ん
な
祝
宴
が
開
か
れ
、
ア
ゴ
ン
（
一
種
の
鐘
）
の
音
が
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遠
く
ま
で
気
味
悪
く
森
に
こ
だ
ま
し
て
、
夜
を
徹
し
て

酒
を
飲
ん
で
を
ど
り
狂
ふ
。
こ
れ
が
日
本
人
の
は
い
つ

て
行
つ
た
頃
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
姿
だ
つ
た
の
で
あ

る
。（
p.
1
）

2
上

バ
ギ
オ
に
サ
ン
マ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
夏
の
都
）
が
つ

く
ら
れ
て

そ
の
後
、
バ
ギ
オ
に
は
、
美
し
い
家
々
が
、
濃
い
緑
の

森
の
中
に
点
々
と
絵
の
や
う
に
立
ち
な
ら
ん
で
、
東
洋

第
一
と
い
は
れ
る
サ
ン
マ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
夏
の

都
）
が
で
き
あ
が
り
、
ア
メ
リ
カ
総
督
の
官
邸
も
あ
つ

て
、
四
月
か
ら
八
月
ま
で
の
五
ヶ
月
の
間
は
、
こ
ゝ
に

政
庁
が
う
つ
つ
て
、
一
切
の
政
治
を
と
る
や
う
に
な
つ

た
。（
p.
98
）

該
当
箇
所
な
し

2
下

僅
か
な
貯
え
を
資
本
に
は
じ
め
た
モ
ン
ゴ
屋
（
金
時
氷

や
清
涼
飲
料
の
売
店
）
は
は
や
ら
な
か
っ
た
。

該
当
箇
所
な
し

其
後
（
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
道
路
完
成
後
｜
引
用
者
注
）
は
日

本
人
即
大
工
で
あ
り
、
マ
ニ
ラ
附
近
で
は
モ
ン
ゴ
屋

（
金
時
氷
や
清
涼
飲
料
を
売
る
店
）
が
其
代
名
詞
で
あ

つ
た
程
、
こ
の
職
業
に
従
事
す
る
も
の
が
多
か
つ
た
。

（
p.
61
）
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